
本堂は入母屋造りの堂々とした佇まい

観自在寺平城山
薬師院

宇和島城津島やすらぎの里 熱田温泉

築城の名手として知られる藤
堂高虎が手がけたとされる、伊
達氏十万石の城下町のシンボ
ル。本丸や二之丸がある城山
は国の史跡となっており、寛文
6年（1666）頃に再建された天
守は現存12天守の一つ。その
秀麗な造りから、鶴島城とも呼
ばれている。天守への入場は9
時～17時（10月～3月は16時
まで）。

仁王門

火災などのため古い建物があ
まり残っていないが、威風堂々
とした仁王門は約200年前に
建立された総檜造りの門。天井
にある十二支の方位盤は特に
有名で、元禄2年（1689）の
『寂本四国遍礼記』の中にも記
されている。仁王像は下久家の
大工の作で、額は高野山401
世座主の筆によるものである。

良質な湯に浸かれる「熱田温
泉」。檜風呂を備えた「白鷺の
湯」と岩風呂を備えた「菖蒲の
湯」、露天風呂やサウナ、寝湯、
ジェットバスなどが揃っており、
家族風呂もある。温水を利用し
たプール、温泉を利用したジャ
グジーや歩行浴も併設。玄関
前の足湯は自由に利用できる
ので、気軽に疲れを癒やそう。

沿線の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

愛媛県宇和島市津島町高田甲830-1
0895・20・8181
10：00～22：00（札止21：30）
第1・3月曜（祝日の場合は翌日）
大人650円

休

第40番 観自在寺
●愛媛県南宇和郡愛南町御荘平城2253-1   
☎0895-72-0416 
●宿坊／あり（素泊りのみ、要予約）

第41番 龍光寺
●愛媛県宇和島市三間町戸雁173   
☎0895-58-2186 
●宿坊／なし

　第51代平城天皇の勅願所として、大同２年
（８０７）に弘法大師が開いた。本尊の薬師如
来と脇仏の阿弥陀如来、十一面観音は、弘法
大師が一本の霊木から作ったと伝えられてい
る。全国各地、皇室から庶民まで、幅広い階層
から信仰を集め、日本に４ヶ所しかない鎮守の
一つでもあった。特に平城天皇、嵯峨天皇は親
しく行幸され、御朱印を下し、一切経と大般若
経を納められたという。寛永15年（１６３８）に、
京都の空性（くうしょう）法親王が巡拝され、薬
師院の号を受け、その後、宇和島藩主・伊達宗
利の勅願所となった。第１番から最も遠いため
「四国霊場の裏関所」といわれている。

　往時は七堂伽藍がそびえ、48坊の末寺を
有する荘厳華麗な寺だった。しかし、火災に
よって本堂を全焼してしまったため、昭和39年
（１９６４）に再建。創建当時の姿に復旧した。
　大師堂は平成５年（１９９３）に改築され、
廻廊には四国八十八ヶ所霊場のお砂が敷
き詰められている。その大師堂の周りを歩く
と、四国霊場のお砂巡りができ、大師一代の
尊像が礼拝できる。
　弘法大師が平城天皇の病気平癒を願っ
て般若心経の祈祷をしたという故事にちな
んで建立された心経宝塔や、宝物を収納展
示する宝聚殿八角堂などもある。

境　内歴史・全体像
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龍
光
寺

第40番
へいじょうざん　やくしいん　かんじざいじ

皇室や宇和島藩にゆかりのある寺

御詠歌／しんがんやじざいの春に花
さきてうき世のがれてすむやけだもの
本尊／薬師如来
真言／おん ころころ せんだり まと
うぎ そわか
宗派／真言宗大覚寺派
開基／弘法大師

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に

歩
き
遍
路
の
た
め
の

｢
四
国
遍
路｣

巡
礼
マッ
プ

2017年3月作成

境内には芭蕉の句碑や天皇ゆかりの松などもある

➡

☞

料

愛媛県宇和島市丸ノ内1
0895・22・2832
6：00～18：30（10～3月は～17：00）
無休
天守大人200円

休
料

仁王門

大師
堂

本堂
納経所

Ｐ Ｐ

句碑

栄かえる

天皇の松
宝聚殿八角堂

鐘

八体仏十二支
守り本尊

心経宝塔

観自在
菩薩

手水舎



56

56

56

56

29
2

31
8

柏
崎
漁
港

御
荘
港

内
海
隧
道

鳥
越
隧
道

洲 鼻

山 崎 鼻

松 が 鼻

大
場
の
鼻

須
ノ
川
海
岸 八
百
坂

菊 川

柏
川

菊川

平
城
小
学
校

平
城
小
学
校

南
レ
ク
御
荘
公
園

南
レ
ク
御
荘
公
園

御
荘
病
院

御
荘
病
院

山
代

屋
旅

館
山

代
屋

旅
館

青
い

国
ホ

テ
ル

青
い

国
ホ

テ
ル

き
さ

ら
ぎ

旅
館

き
さ

ら
ぎ

旅
館

宿
坊

宿
坊

ホ
テ

ル
サ

ン
パ

ー
ル

ホ
テ

ル
サ

ン
パ

ー
ル

民
宿

磯
屋

民
宿

磯
屋

よ
し

も
と

民
宿

よ
し

も
と

民
宿

民
宿

ビ
ー

チ
民

宿
ビ

ー
チ

か
め

や
旅

館
か

め
や

旅
館

D
E・

あ
・

い
・

21
D

E・
あ

・
い

・
21

室
手
海
水
浴
場

室
手
海
水
浴
場

柏
小
学
校

柏
小
学
校

内
海
支
所

内
海
支
所

須
ノ
川
公
園

須
ノ
川
公
園

内
海
中
学
校

内
海
中
学
校

内
海
診
療
所

内
海
診
療
所

柳
水

大
師

柳
水

大
師

や
な
ぎ
の
み
ず
だ
い
し

や
な
ぎ
の
み
ず
だ
い
し清

水
大

師
清

水
大

師
し
み
ず
だ
い
し

し
み
ず
だ
い
し

20
0

20
0

30
0

30
0

30
0

40
0

40
0

50
0

10
0

10
0

50

御 荘 菊 川

御 荘 平 山
御 荘 長 洲

津 島 町 曲 烏

平 碆

津 島 町 大 浦 須 ノ 川

津 島 町 塩 定
津 島 町 柿 之 浦

津 島 町 浦 知

津 島 町 針 木

津 島 町 嵐

柏

観
自

在
寺

観
自

在
寺

か
ん
じ
ざ
い
じ

か
ん
じ
ざ
い
じ

40

56

56

46

46

46

46

４

28
6

嵐坂
隧道

松 尾 隧 道

新
松
尾
ト
ン
ネ
ル

相
生
橋

野井
坂

松尾
トン
ネル

祝森
トン
ネル

石
丸
ト
ン
ネ
ル

津
島
岩
松
Ｉ
Ｃ

津 島 高 田 Ｉ Ｃ

四 国
の み
ち

宇
和
島
道
路

芳
原
川 小 祝 川

鳥
越
川

芳原
川

保
場
川

増
穂
川

増 穂 川

野井
川

岩
松
川

天
が
森

山
本
商
店

山
本
商
店

嵐
坂
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
風
園

嵐
坂
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
風
園

畑
地
小
学
校

畑
地
小
学
校

津
島

・
か

も
田

津
島

・
か

も
田

満
願

寺
満

願
寺

ま
ん
が
ん
じ

ま
ん
が
ん
じ

清
満
小
学
校

清
満
小
学
校

岩
松
小
学
校

岩
松
小
学
校

永
井
内
科

永
井
内
科

津
島
中
学
校

津
島
中
学
校

市
立
津
島
病
院

市
立
津
島
病
院

津
島
高
校

津
島
高
校

ビ
ジ

ネ
ス

ホ
テ

ル
 ア

イ
リ

ン
ビ

ジ
ネ

ス
ホ

テ
ル

 ア
イ

リ
ン

宇 和
島 道
路

宇 和
島 道
路

大
畑

旅
館

大
畑

旅
館

津
島

や
す

ら
ぎ

の
里

津
島

や
す

ら
ぎ

の
里

よ
し

の
や

旅
館

よ
し

の
や

旅
館

新
橋

旅
館

新
橋

旅
館

三
好

旅
館

三
好

旅
館

わ
ん

屋
わ

ん
屋 56

10
0

10
0

10
0

10
0

20
0

20
0

20
0

20
0

30
0

30
0

30
0

40
0

40
0

津 島 町 塩 定

津 島 町 柿 之 浦津 島 町 浦 知

津 島 町 上 畑 地

津 島 町 上 畑 地

津 島 町 下 畑 地

津 島 町 岩 松
津 島 町 増 穂

津 島 町 岩 渕

祝 森

祝 森

宇 和 島 市

マ
ル

ナ
カ

マ
ル

ナ
カ

し
ん

ば
し

し
ん

ば
し

旅
館

ほ
て

い
寮

旅
館

ほ
て

い
寮

宇
和

島
国

際
ホ

テ
ル

宇
和

島
国

際
ホ

テ
ル

フ
ジ

グ
ラ

ン
フ

ジ
グ

ラ
ン

へ
ん

ろ
宿

も
や

い
へ

ん
ろ

宿
も

や
い

金
龍

荘
金

龍
荘

  愛
和

観
光

（
宇

和
島

シ
テ

ィ
ホ

テ
ル

）
  愛

和
観

光
（

宇
和

島
シ

テ
ィ

ホ
テ

ル
）

ホ
テ

ル
ク

レ
メ

ン
ト

宇
和

島
ホ

テ
ル

ク
レ

メ
ン

ト
宇

和
島

宇
和

島
リ

ー
ジ

ェ
ン

ト
ホ

テ
ル

宇
和

島
リ

ー
ジ

ェ
ン

ト
ホ

テ
ル

宇
和

島
第

一
ホ

テ
ル

宇
和

島
第

一
ホ

テ
ル

宇
和

島
オ

リ
エ

ン
タ

ル
　

　
　

　
　

ホ
テ

ル
宇

和
島

オ
リ

エ
ン

タ
ル

　
　

　
　

　
ホ

テ
ル

き
さ

い
や

　
　

広
場

き
さ

い
や

　
　

広
場

ホ
テ

ル
鶴

島
ホ

テ
ル

鶴
島

ビ
ジ

ネ
ス

ホ
テ

ル
寿

ビ
ジ

ネ
ス

ホ
テ

ル
寿

ホ
テ

ル
イ

シ
バ

シ
ホ

テ
ル

イ
シ

バ
シ

番
城
小
学
校

番
城
小
学
校

宇
和
島
市
役
所

宇
和
島
市
役
所

和
霊
神
社

和
霊
神
社

和
霊
小
学
校

和
霊
小
学
校

高
光
小
学
校

高
光
小
学
校 城
北
中
学
校

城
北
中
学
校

市
立
宇
和
島
病
院

市
立
宇
和
島
病
院

宇
和
島

徳
洲
会

病
院

宇
和
島

徳
洲
会

病
院

城
東
中
学
校

城
東
中
学
校31

37

37

37

56

56

馬
目

木
大

師
馬

目
木

大
師

宇
和

島
城

宇
和

島
城

ま
め
き
だ
い
し

ま
め
き
だ
い
し

龍
光

院
龍

光
院

り
ゅ
う
こ
う
い
ん

り
ゅ
う
こ
う
い
ん

宇 和 島 駅

北
宇
和
島
駅

高
光
駅

務
田
駅

伊
予
宮
野
下
駅

石丸
トン
ネル

板 島 橋

宇
和
島
南
Ｉ
Ｃ

宇
和
島
北
Ｉ
Ｃ

三 間 Ｉ Ｃ 松山自動車道

宇和
島道
路

来村
川

光 満 川

須
賀
川

大堀
川

三間
川

Ｊ Ｒ 予 土 線

道
の

駅
「

み
ま

」
道

の
駅

「
み

ま
」 民

宿
み

ま
民

宿
み

ま

宇
和

島
光

満
宇

和
島

光
満

山
頂

山
頂

三
間
高
校

三
間
高
校

三 間 中 学 校三 間 中 学 校

成
妙
小
学
校

成
妙
小
学
校

三 間 小 学 校三 間 小 学 校

へ
ん
ろ
石（
道
標
）

へ
ん
ろ
石（
道
標
）

J R
 予
讃
線

天
赦
園
公
園

天
赦
園
公
園

宇
和

島
タ

ー
ミ

ナ
ル

ホ
テ

ル
宇

和
島

タ
ー

ミ
ナ

ル
ホ

テ
ル

宇
和

島
グ

ラ
ン

ド
ホ

テ
ル

宇
和

島
グ

ラ
ン

ド
ホ

テ
ル

10
0

10
0

10
0

20
0

20
0

20
0

30
0

40
0

保 田

寄 松

宮 下

別 当 （ 三 ）

保 手 （ 四 ）

祝 森

夏 目 町 （ 一 ）

並 松 （ 二 ）

住 吉 町

川 内

山 際 （ 二 ）

妙 典 寺 前

鶴 島 町

高 串

伊 吹 町

柿 原

三 間 町 是 能

光 満

三 間 町 曽 根

三 間 町 成 家

三 間 町 務 田

三 間 町 迫 目

宇 和 島 市

龍
光

寺
龍

光
寺

り
ゅ
う
こ
う
じ

り
ゅ
う
こ
う
じ

41

信
号

警
察
署

消
防
署

交
番

郵
便
局

神
社

寺
院

縮
尺
= 
1：
53
,0
00

20
00
m

0

第
40
番
　
観
自
在
寺
　
　
第
41
番
　
龍
光
寺

50
.2
km

　
※
赤
い
点
線
は
遍
路
道
の
一
例
で
す

「
こ
の
地
図
の
作
成
に
当
た
っ
て
は
、国
土
地

理
院
長
の
承
認
を
得
て
、同
院
発
行
の
数
値
地

図
(国
土
基
本
情
報
)電
子
国
土
基
本
図
(地
図

情
報
)及
び
数
値
地
図
(国
土
基
本
情
報
)電
子

国
土
基
本
図
(地
名
情
報
)を
使
用
し
た
。

（
承
認
番
号
　
平
28
情
使
、 
第
11
32
号
）」

B地
点

B地
点

A地
点

A地
点

愛
媛
県
旅
館
ホテ
ル
生
活
衛
生
同
業
組
合

愛
南
町
観
光
協
会

宇
和
島
市
観
光
協
会

08
9-
93
1-
06
38

08
95
-7
3-
04
44

08
95
-2
2-
39
34

1 2 3へ
ん
ろ
み
ち
周
辺
の
宿
泊
施
設
の
案
内

各
札
所
の
マ
ッ
プ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
 w
w
w
.s
ei
ch
iju
nr
ei
-s
hi
ko
ku
he
nr
o.
jp



神仏分離令で明治時代に建てられた本堂

龍光寺 稲荷山
護国院

稲荷神社宇和島市中山池自然公園

かつては札所だった稲荷神社
の社殿。京都の稲荷大明神を
迎えたと伝えられている。毎年
3月の第1日曜には初午祭が行
われ、「お稲荷さんの大祭」とし
て親しまれている。以前は旧暦
２月の最初の午の日に行われ
ていたが、平成4年（1992）か
ら現在の開催日に変更された。
五穀豊穣や商売繁盛を祈願す
る人で大いに賑わう。

石の鳥居

ここには霊場によく見られる仁
王門はなく、石の鳥居が山門と
なっている。初めて訪れた人の
中には「ここはお寺？」と不思
議に思う人も少なくない。石の
鳥居をくぐると、遠く視線の先に
は本堂や大師堂へと導く階段
と稲荷神社の赤い鳥居が見え
る。参道沿いには和菓子や柑
橘類などを売る店がある。

三間町にある108のため池のう
ち最大規模の中山池を中心に
整備された公園。秋のコスモス
など四季折 の々花が、訪れる人
の目を楽しませてくれる。冬季
に園内を彩る10万個の電球を
使ったイルミネーションも人
気。また三間町出身の彫刻家・
故藤部吉人氏の石の彫刻作品
が多数置かれ、14tもある巨大
な「森の魚 クエ」は見もの。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

愛媛県宇和島市三間町黒井地1550番地外
0895・24・1111（宇和島市役所都市整備課）
見学自由
無休
無料

休

第41番 龍光寺
●愛媛県宇和島市三間町戸雁173   
☎0895-58-2186 
●宿坊／なし

第42番 仏木寺
●愛媛県宇和島市三間町則1683   
☎0895-58-2216 
●宿坊／なし

　大同２年（８０７）、弘法大師はこの地で稲を
背負った白髪の老人に出会った。老人は「わ
れこの地に住み、法教を守護し、諸民を利益せ
ん」と大師に告げて姿を消した。大師は老人を
五穀大明神の化身であろうと考え、尊像を刻
んで稲荷大明神として安置し、開基した。その
後、農家の守り神として信仰を集めたが、明治
元年の神仏分離令により、旧本堂を稲荷神社
の社殿にし、新しく本堂を建立。本尊は十一面
観世音菩薩に変わり、脇士の不動明王･毘沙
門天の傍らに大師勧請の稲荷大明神が祀ら
れている。もとの本尊が稲荷大明神であったた
め、地元では「三間のお稲荷さん」の愛称で親
しまれている。

　石の鳥居が山門となっている珍しい寺。
鳥居をくぐり、石段を50段ほど上がると狛犬
に迎えられるが、これも鳥居と同じく神仏習
合の歴史を感じさせる。
　寺の境内は三間平野を見下ろす小高い
山の中腹にあり、向かって右手に大師堂が
あり、左手に本堂がある。本堂は町を見守る
ように佇んでおり、鐘楼や大師堂のあたりか
らの眺望も実に素晴らしい。
　境内からはさらに石段が延び、その先に
はひときわ目を引く赤い鳥居が建っている。
この赤い鳥居は稲荷神社のもので、そこから
石段を40段ほど上がったところに、緑に抱
かれた稲荷神社の社殿がある。

境　内歴史・全体像
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第
42
番 

仏
木
寺

第41番
いなりざん　ごこくいん　りゅうこうじ

稲荷大明神が祀られている霊場

御詠歌／この神は三国流布の密教を
守り給わむ誓いとぞ聞く
本尊／十一面観世音菩薩
真言／おん まか きゃろにきゃ そわ
か
宗派／真言宗御室派
開基／弘法大師

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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本堂や大師堂が建つ境内。後方には稲荷神社がある

➡

☞

料

大師
堂

本堂

池

Ｐ

Ｐ

鐘

稲荷神社

鳥居
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屋根の上に金色の宝珠が施された本堂

仏木寺
道の駅 どんぶり館愛媛県歴史文化博物館

みかんジュース「ムテンカ」や
城川自然牧場のハム・ソーセー
ジ、野村町ほわいとファームの
乳製品、宇和茶など、西予市の
特産品がバラエティ豊かに揃
うお立ち寄り処。旬の野菜や果
物、鮮魚が並ぶ「青空市」は新
鮮さとお手頃価格で人気。地
元産の食材でつくる料理が味
わえるレストランやジェラート
ショップもある。

鐘楼

仏木寺の境内でひときわ目を
引くのが茅葺き屋根の鐘楼。こ
れは四国霊場のなかでここだ
けという珍しいものだ。元禄年
間（1688～1704）に再建され
たといわれており、300年以上
もの歴史を誇っている。のどか
な山里の景色と茅葺き屋根の
風情が相まって実に情緒豊か
だ。屋根は幾度も葺き替えられ
ている。

見て楽しめる展示で愛媛県の
歴史と民俗を紹介。歴史展示
ゾーンでは、原始古代・中世・
近世・近現代を象徴する建物
や町並みを原寸大模型で再
現。民俗展示ゾーンには、県内
の祭りを彩る山車や神輿、海・
山・里の家や四国遍路を紹介。
空海の半生を和紙人形で表現
した｢密●空と海 ―内海清美
展―｣も常設展示している。

沿線の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

愛媛県西予市宇和町卯之町4-11-2
0894・62・6222
9：00～17：30（入館は17：00まで）
月曜（第1月曜または祝日の場合は翌日）
常設展大人510円

休

第42番 仏木寺
●愛媛県宇和島市三間町則1683   
☎0895-58-2216 
●宿坊／なし

第43番 明石寺
●愛媛県西予市宇和町明石205  
☎0894-62-0032 
●宿坊／なし

　本尊が大日如来であることに由来し、地元の
人から「大日さま」と親しまれている。
　大同２年（８０７）、弘法大師が四国を巡錫
中にこの地で牛を引いて歩く一人の老人に出
会った。老人に誘われるままに、牛の背中に
乗って行くと、楠の梢で光を放つ宝珠を見つけ
た。それは、大師が唐の国から帰る際に、「有縁
の地が選ばれるように」と、三鈷杵とともに東方
へ投げた宝珠だった。大師はこの地が霊地で
あると感得し、楠で大日如来を彫り、その眉間に
宝珠を埋め、これを本尊として一寺を建立し
た。寺の起こりから、牛馬家畜の守り本尊として
も信仰を集めている。

　仁王門をくぐり石段を上ると、右側には珍
しい茅葺き屋根の鐘楼がある。納経所は左
側の石段を上ったところにあり、その奥に本
堂と大師堂が並ぶ。
　本堂は、享保13年（１７２８）に吉田藩主・
伊達若狭守によって建立されたと伝えられ
ている。本堂の大日如来坐像、大師堂の弘
法大師坐像ともに県指定文化財。弘法大師
坐像は、檜の寄木造りで、正和４年（１３１５）
の銘が入っており、胎内銘入りの弘法大師
像としては日本最古ではないかといわれて
いる。「南予七福神」の一寺でもあり、境内に
は七福神の石像が祀られている。

境　内歴史・全体像
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番 

明
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寺

第42番
いっかざん　びるしゃないん　ぶつもくじ

病気平癒の「瓜封じ」で有名な寺

御詠歌／草も木も仏になれる仏木寺
なお頼もしき鬼畜人天
本尊／大日如来
真言／おん あびらうんけん ばざら 
だとばん
宗派／真言宗御室派
開基／弘法大師

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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境内には聖徳太子堂や道祖神、家畜堂なども並んでいる
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愛媛県西予市宇和町稲生118
0894・62・5778
8：00～18：00
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第42番　仏木寺　　第43番　明石寺

10.6km

信号 警察署 消防署交番 郵便局 神社 寺院

縮尺= 1：17,000 1000m0

「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図(国土基本情報)
電子国土基本図(地図情報)及び数値地図(国土基本情報)電子国土基本図(地名情報)を使用した。
（承認番号　平28情使、 第1132号）」

　※赤い点線は遍路道の一例です

A地点

A地点

民宿みやこ

ビジネスホテルOOKI

0894-62-5872

0894-62-0100

1

2

へんろみち周辺の宿泊施設

各札所のマップはホームページでもご覧いただけます www.seichijunrei-shikokuhenro.jp



風格のある本堂は彫刻等の細工が優美

明石寺源光山
円手院

内子座臥龍山荘（がりゅうさんそう）

大正5年（1916）に建てられた
木造２階建て、瓦葺き入母屋
造りの芝居小屋。回り舞台や花
道、枡席などを整えた本格的な
造りで、歌舞伎独自の形式も見
ごたえ十分。建築当時の姿を
修復復原し、現在も内子座文
楽や演劇などが開催されてい
る。公演がない時は見学が可
能で、数 の々仕掛けが見られる
ほか、舞台に立ったり花道を歩
いたりもできる。

しあわせ観音像

仁王門の手前を右手奥へと進
んだ小高い場所に、左手に水
瓶を持ち、慈悲深いお顔をした
「しあわせ観音像」がある。この
観音像は京都市在住の女性が
寄進したもの。周囲には西国三
十三所の石像を配しており、観
音像まで歩いていくと、それら
の石像を巡拝することができ
る。巡拝用のお札は納経所で
受けられる。

肱川随一の景勝地・臥龍淵を
眼下に望む臥龍山荘は、明治
の貿易商・河内寅次郎が造り
上げた庵。臥龍院、知止庵、不
老庵は見学可能。それぞれに
数寄を凝らした匠の技が見ら
れ、中でも不老庵は川面で反
射する月光が天井を明るくする
巧みな趣向が施されている。風
光明媚な自然の景観を借景に
した庭園も見事だ。

沿線の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

愛媛県大洲市大洲411-2
0893･24･3759
9：00～17：00（札止16：30）
無休
大人500円

休

第43番 明石寺
●愛媛県西予市宇和町明石205  
☎0894-62-0032 
●宿坊／なし

第44番 大寶寺
●愛媛県上浮穴郡久万高原町菅生2-1173-2    
☎0892-21-0044 
●宿坊／あり（要予約）

　欽明天皇（５３９～５７１）の勅願により、円手
院正澄という行者が千手観音を安置し、七堂
伽藍を建立して開基した。天平６年（７３４）
に、寿元行者が紀州熊野より十二社権現を勧
請し、12坊を建立して修験道場とした。その後、
荒廃した伽藍を弘法大師が再興し、霊場に定
めた。建久５年（１１９４）には源頼朝が命の恩
人である池の禅尼の菩提を弔って、阿弥陀如
来を安置。同時に経塚を築き、堂宇の修繕を手
がけたという。その後、武士の信仰を集め、室町
時代には西園寺氏の祈願所となり、寛文12年
（１６７２）には、宇和島藩主・伊達宗利が堂宇
を建立したと伝えられている。

　杉や松の老樹をはじめ自然林が生い茂る
境内は、霊験あらたかな雰囲気に包まれて
いる。石段を上ると、風格を漂わせる仁王
門。門をくぐり、さらに石段を上った正面に唐
破風造りの本堂がある。現在の本堂は明治
時代に地元を中心とした信者の浄財によっ
て建立されたもの。細工が美しく、めでたい
絵柄を描いた天井絵が彩りを添えている。
　見どころは多く、大師堂のすぐそばには夫
婦杉と呼ばれる杉の巨木がそびえている。ま
た、仁王門の手前を左に行くと弘法大師の
行場跡だと伝えられる弘法井戸、右に行くと
しあわせ観音像がある。
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第43番
げんこうざん　えんじゅいん　めいせきじ

武士が帰依した源頼朝ゆかりの寺

御詠歌／きくならく千手ちかいのふし
ぎにはだいばんじゃくもかろくあげいし
本尊／千手観世音菩薩
真言／おん ばざら たらま きりく そ
わか
宗派／天台寺門宗
開基／円手院正澄

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に

歩
き
遍
路
の
た
め
の

｢
四
国
遍
路｣

巡
礼
マッ
プ

2017年3月作成

厳かな境内には、緑に抱かれるように本堂や大師堂が並ぶ

➡

料

愛媛県喜多郡内子町内子2102
0893・44・2840
9：00～16：30
12/29～1/2
大人400円、小中学生200円
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67.2km　※赤い点線は遍路道の一例です

愛媛県旅館ホテル生活衛生同業組合

西予市観光協会 

大洲市観光協会 

内子町観光協会

久万高原町観光協会 

089-931-0638

0894-62-6437
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「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を
得て、同院発行の数値地図(国土基本情報)電子国土基
本図(地図情報)及び数値地図(国土基本情報)電子国土
基本図(地名情報)を使用した。
（承認番号　平28情使、 第1132号）」

各札所のマップはホームページでもご覧いただけます www.seichijunrei-shikokuhenro.jp



大正時代に再建された銅板葺きの本堂

大寶寺菅生山
大覚院

道の駅 天空の郷さんさん国民宿舎 古岩屋荘

みずみずしい高原野菜が揃う
産直市、焼きたてパンがずらり
と並ぶパン工房、地元の旬の
食材をたっぷり使ったランチバ
イキングが人気のレストランな
ど、久万高原の旨いもんが集ま
る道の駅。トマトなど、地元産品
を使ったご当地ソフトクリーム
が味わえるフードコーナー「で
んこ」も要チェックだ。

仁王門

仁王門は、駐車場から少し山
道を下った場所にある。明治7
年（1874）に焼失したため、昭
和31年（1956）に再建した。内
部には仁王尊が安置されてい
る。この仁王門には、門に入りき
らないほど大きな草鞋が吊るさ
れているが、これは信者から寄
進されたもの。草鞋は100年に
一度取り替えられる。

四国カルスト自然公園にある
｢名勝 古岩屋｣を望む温泉宿。
天然温泉は、自然石を使用し
た岩風呂で野趣満点だ。湯上
がりには看板料理のキジ鍋を
はじめ、イベントなどで人気の
シシ肉料理をいただこう。古岩
屋を彩る秋の紅葉など、四季
折々の久万高原の自然に囲ま
れてリフレッシュできる。

沿線の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

愛媛県上浮穴郡久万高原町直瀬乙1636
0892・41・0431
日帰り入浴12：00～22：00
（1～3月は利用時間変更又は休館日あり）
日帰り入浴大人400円、1泊2食付7,350円～

第44番 大寶寺
●愛媛県上浮穴郡久万高原町菅生2-1173-2  
☎0892-21-0044 
●宿坊／あり（要予約）

第45番 岩屋寺
●愛媛県上浮穴郡久万高原町七鳥1468    
☎0892-57-0417 
●宿坊／なし

　百済からやってきた聖僧が十一面観世音菩
薩を携えてきて、山中に安置。それを明神右
京、隼人という猟師が発見、草庵に祀ったのが
始まり。大寶元年（７０１）、文武天皇の勅願によ
り寺院が建立された。弘法大師は弘仁年間（８
１０～８２４）にここで密教三密を厳修し、第44
番の霊場に定めた。仁平２年（１１５２）には失
火により焼失。保元元年（１１５６）に脳の病に
苦しむ後白河天皇の病気平癒を願って勅使が
やってきた。病が治ったため、天皇は妹宮を住
職として下向させ、勅願寺とした。その後、長宗
我部氏の兵火、明治の失火により焼失するが、
再興した。

　緑深い山の中にある大寶寺。石段の下か
ら見上げると、青い銅板葺きの屋根が木 に々
映えて美しい。この建物は明治時代に焼失
した後、大正時代に再建された。
　鐘楼は二つあり、石段を上って右側にあ
る鐘がもともとあった古いものだ。左側の鐘
は「平和の鐘」と呼ばれており、これは第二
次世界大戦で亡くなった地元の英霊を供養
するために建てられた。本堂に向かって右
側にある御影堂（大師堂）は、昭和59年（１
９８４）に再建された比較的新しい建物で、
総檜造り、宝珠寄棟銅板葺きという豪壮なも
の。一見の価値がある見事な建物だ。
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第44番
すごうざん　だいかくいん　だいほうじ

老樹が風情を醸しだす山間の寺

御詠歌／いまの世は大悲のめぐみすご
うさんついにはみだのちかいをぞまつ
本尊／十一面観世音菩薩
真言／おん まか きゃろにきゃ そわ
か
宗派／真言宗豊山派
開基／明神右京・隼人

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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急な石段を上った先に、本堂と御影堂が並んで建つ

➡

料

愛媛県上浮穴郡久万高原町入野1855-6
0892・21・3400
9：00～17：00（季節により異なる）
元日のみ（季節・施設により異なる）休

仁王門
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8.4km　※赤い点線は遍路道の一例です
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へんろみち周辺の宿泊施設

各札所のマップはホームページでもご覧いただけます www.seichijunrei-shikokuhenro.jp



本堂の横のはしごの上は法華仙人堂跡

岩屋寺海岸山

久万高原ふるさと旅行村町立久万美術館

古民家や水車小屋など歴史あ
る建物を移築し、風情ある豊か
な農村を再現。懐かしい景色
の中で、農山村の暮らしを体感
することができる。愛媛県産の
食材を使った食事もできるの
で、お遍路さんの立ち寄りにも
おすすめ。夜には村内にある久
万高原天体観測館で、美しい
星空の観察もできる。

逼割禅定（せりわりぜんじょう）

大師堂奥の仁王門から狭い山
道を300mほど上ると、かつて
の弘法大師の修行の場･逼割
禅定がある。入り口には木製の
扉があり、危険を伴うため普段
は鍵が掛かっている。そそり立
つ大岩の裂け目を抜け、鎖を頼
りに約10ｍ岩山を上る。さらに
21段のはしごを上がれば、岩の
頂上に祀られた白山権現にた
どり着く。

地元出身の林業家・故井部栄
治氏からコレクションの寄贈を
受けて開館した美術館。大正
から昭和初期の洋画を中心
に、近世から近代にかけての伊
予の書画、砥部焼などの陶磁
器、現代美術も展示されてい
る。年に1～2回の企画展のほ
か、ギャラリートークやコンサー
トも開催。木の温もりあふれる
木造建築も魅力だ。

沿線の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

愛媛県上浮穴郡久万高原町菅生2-1442-7
0892・21・2881
9：30～17：00（入館は16：30まで）
月曜（祝日の場合は営業）、祝日の翌日、
展示替期間中、等
大人500円
※企画展については別に定める額

休

第45番 岩屋寺
●愛媛県上浮穴郡久万高原町七鳥1468    
☎0892-57-0417 
●宿坊／なし

第46番 浄瑠璃寺
●愛媛県松山市浄瑠璃町282 
☎089-963-0279 
●宿坊／なし

　この地は法華仙人が修行をしていた場所。
弘仁６年（８１５）、弘法大師が修行の霊地を探
して入山。明王鈴の音を頼りに岩山に上がった
ところ、法華仙人に出会った。弘法大師に帰依
した仙人は、山を弘法大師に献上して往生を
遂げる。大師は木と石の不動明王を刻み、木像
は本尊として本堂に安置して開創。石像は山
に封じ込め、山そのものを本尊とした。寺の左右
にある礫岩峰は、山に向かって左側が胎蔵界
峯、右側が金剛界峯と呼ばれている。金剛界
峯には、法華仙人の修行の跡と舎利塔が残っ
ている。大師堂は、近代和風建築の傑作とし
て、平成19年（２００７）に国の重要文化財に
指定された。

　岩山に圧倒されるように建てられている
本堂だが、実際には岩が本堂を守るように
立っていることに気づく。山岳霊場の典型的
な景観となっている。この本堂がある境内か
らの眺めは、実に幻想的。大師は「山高き谷
の朝霧海に似て松吹く風を波にたとえむ」と
詠んだといい、この歌は海岸山という山号の
由来となった。
　大正９年（１９２０）に建立された大師堂
は、本堂から少し離れた場所にある。大師堂
は本堂より大きく、また高い場所に位置して
いる。これは本尊の一つでもある石像が山に
封じ込められているため。山全体を本尊とす
る寺ならではのことだ。

境　内歴史・全体像

第
45
番 

岩
屋
寺 

●

▶
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第45番
かいがんさん　いわやじ

法華仙人が住んだ幻想的な霊山

御詠歌／だいしょうのいのる力のげ
にいわや石の中にもごくらくぞある
本尊／不動明王
真言／のうまく さんまんだ ばざら
だん せんだ まかろしゃだ そわたや 
うん たらた かんまん
宗派／真言宗豊山派
開基／弘法大師

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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山中にあり、垂直の礫岩峰に抱かれた境内は荘厳な雰囲気

➡

愛媛県上浮穴郡久万高原町下畑野川乙488
0892・41・0711
8：30～17：00
月曜（祝日の場合は営業）、祝日の翌日
入村料無料、
ケビン宿泊4人用11,070円(税込）～
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29.5km　※赤い点線は遍路道の一例です
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国民宿舎 古岩屋荘 
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0892-21-0024

0892-21-0505

0892-21-0092

0892-21-1075

089-963-0280

6

7

8

9

10

11

へんろみち周辺の宿泊施設
A地点

A
地
点

B
地
点

B
地
点

各札所のマップはホームページでもご覧いただけます www.seichijunrei-shikokuhenro.jp



木もれ日の向こうに美しい本堂の佇まい

浄瑠璃寺医王山
養珠院

仏手石・仏足石・仏手花判とべ温泉 湯砥里館（ゆとりかん）

境内の仏手石には、知恵や技
能のご利益があり、文筆業の人
の参拝が多い。健脚や交通安
全にご利益のある仏足石は、素
足になりこの上に立って祈願す
る。また、心身堅固と文筆達成
に霊験あらたかといわれてい
る仏手花判もある。ほかに、知
恵、財宝、音楽にご利益のある
一願弁天も祀られている。

籾大師（もみだいし）

緑豊かな境内に堂 と々そびえ立
つのは、樹齢約1000年の伊吹
柏槙の大木。この木は弘法大
師が加持したと伝えられてお
り、松山市の天然記念物に指
定されている。その根元には、
延命・豊作にご利益があるとい
われている「籾大師」が鎮座す
る。そのため、いつの時代も多く
の人 か々ら信仰を集めている。

良質なナトリウム泉で入浴後は
肌がスベスベになる「美人の
湯」と評判。超音波風呂、気泡
風呂、サウナ、水風呂の4種の風
呂を楽しめる。高台にあって眺
めがよく、開放感たっぷり。また、
浴室には春秋窯の工藤省治氏
が砥部の山や瀬戸内海の波を
イメージしてデザイン・絵付けし
た陶壁画が飾られている。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

愛媛県伊予郡砥部町宮内1902-3
浄瑠璃寺から西へ約5Km
089・962・7200
10：00～22：00（札止21：30）
毎月1・20日（土・日曜、祝日の場合は翌日）
大人500円

休

第46番 浄瑠璃寺
●愛媛県松山市浄瑠璃町282
☎089-963-0279 
●宿坊／なし

第47番 八坂寺
●愛媛県松山市浄瑠璃町八坂773 
☎089-963-0271 
●宿坊／なし

　和銅元年（７０８）、奈良の大仏開眼に先
だって、仏教を布教するために伊予国を旅して
いた行基が、この地を仏教流布の最適地と確
信して伽藍を建立。この時、自ら本尊の薬師如
来や脇仏の日光・月光菩薩像、十二将神像を
刻んで安置した。寺号は薬師如来のいる場所
が瑠璃光浄土ということ、薬師如来の別名が
瑠璃光如来ということに由来する。大同２年（８
０７）には弘法大師もこの寺を訪れ堂宇を創建
し、第46番に定めた。戦国時代には荒廃・中興
をくり返し、江戸時代には山火事が原因で、本
尊、脇仏を除くほとんどの寺宝、伽藍を焼失。
現在の堂宇は天明５年（１７８５）に再建された
ものである。

　さまざまなご利益があるといわれる浄瑠璃
寺。境内を入ってすぐの場所に仏手石があ
り、その向こうには樹齢約１０００年の「伊吹
柏槙（いぶきびゃくしん）」と呼ばれる大木が
ある。この木は松山市の天然記念物に指定
されている。
　本堂の手前には、お釈迦様が法華経など
を説いた霊鷲山の石を埋め込んだという説
法石がある。本堂は、天明５年（１７８５）に再
建されたもの。その向かって右側には、古色
蒼然とした大師堂が佇む。
　また、左側には、仏足石や仏手花判（ほと
けの指紋）があり、多くのお遍路さんがお参
りしている。

境　内歴史・全体像
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第
47
番  

八
坂
寺

第46番
いおうざん　ようじゅいん　じょうるりじ

仏の心に触れご利益に恵まれる寺

御詠歌／ごくらくのじょうるり世界た
くらえばうくる苦楽はむくいならまし
本尊／薬師如来
真言／おん ころころ せんだり まと
うぎ そわか
宗派／真言宗豊山派
開基／行基菩薩

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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石段を上ると、並木の正面に本堂がある

➡

料

大師
堂本堂

池納経所

説法石

籾大師
伊吹柏槙

仏手花判

一願弁天

仏
手
石

仏足石

鐘

所

判判
手水舎
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自然に溶け込んだ、風格のある本堂

八坂寺 熊野山
妙見院

閻魔堂

閻魔堂の左右にはトンネルが
ある。まず左の「地獄の途」に入
り、右の「極楽の途」から出る
と、極楽浄土へ行けるといわれ
ている。「極楽の途」には美し
い浄土が、「地獄の途」のほう
には餓鬼道や畜生道が描かれ
ており、迫力ある地獄絵は見も
のだ。また、橋門の天井画も鮮
やかな彩色で参拝者を魅了し
ている。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

第47番 八坂寺
●愛媛県松山市浄瑠璃町八坂773
☎089-963-0271
●宿坊／なし

第48番 西林寺
●愛媛県松山市高井町1007 
☎089-975-0319
●宿坊／なし

　役行者小角（えんのぎょうじゃおづぬ）によっ
て開基され、大宝元年（７０１）、文武天皇の勅
願で伊予の国司・越智玉興（たまおき）が創
建。伽藍の建立のために、８つの坂を切り開い
たことに由来して寺号が付けられた。後に寺は
荒廃するが、弘仁６年（８１５）に弘法大師が来
錫して再興し、第47番に定めた。その後、隆盛
を極めた寺は、末寺48ヶ寺を所有する修験道
の根本道場として栄える。しかし、天正年間（１
５７３～１５９２）の長宗我部氏の兵火により伽
藍の多くを焼失してしまう。現在の堂宇はその
後に再建されたもので、全盛時に比べると、そ
の規模はかなり縮小されているという。

　橋門をくぐり、やや急な石段を上って行く
と、その途中に鐘楼がある。正面には、鉄筋
コンクリート造りの美しい本堂が建ち、その左
には大師堂が並ぶ。戦国時代以来、再興と
焼失を繰り返したため、本堂と大師堂は近
年再建されたもの。周囲の自然と相まって凜
とした佇まいを見せる。　本尊は平安時代
中期の名僧・恵心僧都（えしんそうず）作と
いわれる御丈三尺、寄木造りの阿弥陀如
来。秘仏とされ、開帳は50年に一度に限られ
ている。本堂と大師堂の間には閻魔堂、本
堂の向かって右奥へ進むと、紀州の熊野権
現や十二社権現を祀る権現堂がある。

境　内歴史・全体像
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第
48
番 

西
林
寺

第47番
くまのざん　みょうけんいん　やさかじ

秘仏の本尊は50年に一度開帳

御詠歌／花をみてうたよむ人は八坂
寺三仏じょうの縁とこそきけ
本尊／阿弥陀如来
真言／おん あみりた ていせい から
うん
宗派／真言宗醍醐派
開基／役行者小角

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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石段を上ると、その先に本堂がある

➡

大師
堂

門

橋門

本堂

鐘

閻
魔
堂

い
や
さ
か

不
動
尊

八坂霊園

権
現
堂

納経所

Ｐ
手水舎

愛媛県立とべ動物園

10のゾーンに約160種類の動
物たちが暮らす、西日本有数の
規模を誇る動物園。動物たちを
自然に近い形で観察できる展
示が人気で、モンキータウンで
は空中散歩するオランウータン
を眺め、リトルワールドでは橋
を渡る愛らしいレッサーパンダ
の姿を見ることができる。各所
に設置されたエサやり体験も
人気。

愛媛県伊予郡砥部町上原町240
八坂寺から国道33号線経由、
北西へ約4Km
089・962・6000
9：00～17：00（入園は16：30まで）
月曜（祝日の場合は開園）
一般500円

休
料

いやさか不動尊

八坂寺の駐車場の一角に立
つ、高さ4mもある不動明王像。
平成17年（2005）に衰退して
いた修験道を再興するために
造られた像で、「いやさか」に
は、ますます栄えるという願いが
込められている。同時に柴燈護
摩道場も建立され、それ以降、
毎年4月29日に「柴燈大護摩
供火生三昧火渡り修行」が行
われている。
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大師堂は近年建て替えられた

西林寺清滝山
安養院

たかのこの湯 仁王門

境内は門前を流れる川の土手
よりも低い位置にある。そのため
罪人が門をくぐると無間地獄に
落ちるという言い伝えがある。
天保14年（1843）に再建され
た仁王門前の川には弧を描い
た石橋が架かっており、その左
側には「秋風や高井のていれ
ぎ三津の鯛」と書かれた正岡
子規の句碑が建っている。

開湯から1200年、弘法大師ゆ
かりの温泉｢たかのこ温泉｣が
平成24年（2012）にリニューア
ルをしてグランドオープン。旧
源泉に加え、天然の炭酸を含
んだ新源泉はかけ流し。温泉
に隣接するホテル「たかのこの
ホテル」は、木の温もり溢れる
モダンな客室。滞在中何度で
も温泉に入浴できるサービスも
うれしい。

境内の見どころ沿線の見どころ

愛媛県松山市鷹子町737-2、736-4
温泉089･997･7777、ホテル089･960･1588
温泉は5：00～翌1：00、札止24：00
ホテルはIN13：00、OUT11：00
無休（温泉はメンテナンス休館あり）
ホテル宿泊5,800円～、温泉大人650円

休

第48番 西林寺
●愛媛県松山市高井町1007   
☎089-975-0319 
●宿坊／なし

第49番 浄土寺
●愛媛県松山市鷹子町1198
☎089-975-1730 
●宿坊／なし

　天平13年（７４１）、四国を旅していた行基
は伊予の国司・越智玉純と出会い、語り合った
末に一寺を建立。本尊の十一面観世音菩薩は
行基が刻んだものといわれている。大同２年
（８０７）、四国巡錫中の弘法大師がこの寺に
逗留。当時の国司・越智実勝とともに寺を現在
地に移し伽藍を再興した。寛永年間（１６２４～
１６４４）、火災により堂宇を焼失。元禄13年（１
７００）に松平隠岐守をはじめとする代官や奉
行により一部を再建。宝永４年（１７０７）、西林
寺中興の祖・覚栄法印により堂宇と鐘楼が、文
化10年（１８１３）に前大師堂、天保14年（１８４
３）には仁王門が再建された。

　大師ゆかりの湧水で、名水として知られる
杖ノ淵がそばにある西林寺。門前には小さ
な川が流れており、弧を描いた石橋がかけ
られている。罪人がくぐると無間地獄（むげ
んじごく）に落とされるという仁王門をくぐり
境内へ。正面には大屋根の立派な本堂、そ
の横には近年再建された大師堂がある。そ
の近くには閻魔堂と茶堂が並び建っている。
本尊の十一面観世音菩薩は秘仏である。
　納経所近くの池には、一つだけ願を叶え
てくれるという一願地蔵、大師堂近くの閻魔
堂前には家庭円満の象徴として信仰される
孝行竹がある。災厄除けにご利益があると
いう土参り大師など、見どころの多い寺だ。

境　内歴史・全体像
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第48番
せいりゅうざん　あんよういん　さいりんじ

「杖ノ淵」の湧水伝説が残る場所

御詠歌／みだぶつの世界をたずねゆ
きたくば西の林の寺にまいれよ
本尊／十一面観世音菩薩
真言／おん まか きゃろにきゃ そわ
か
宗派／真言宗豊山派
開基／行基菩薩

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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大同2年（807）に弘法大師により現在の場所に移された

➡

☞

料

愛媛県松山市南高井町1346-1外
089・948・6497（松山市公園緑地課）

手水舎

仁王門

大師
堂本堂

池

Ｐ

鐘

地蔵堂
閻魔堂

孝行竹
茶堂

土参り大師

阿弥陀堂

一願地蔵

納経所

沿線の見どころ

杖ノ淵公園

日本名水百選の一つに認定さ
れた清らかな水が湧く公園。旱
魃で苦しむ村人を救うために、
この地を訪れた弘法大師が錫
杖で水脈を発見したといわれ
ている。現在は公園として整備
され、大師像が建つ湧水池を
中心に、水遊びのできる親水広
場や遊具のある広場、多目的
広場などがあり、市民の憩いの
場となっている。
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様々な奉納物で飾られている大師堂

浄土寺 西林山
三蔵院

東道後のそらともり

美肌の湯として知られる氣養
生の癒し処。入浴だけでなく、
岩盤浴やボディケア、家族風
呂、湯宿、休憩処、本格レストラ
ンなどを完備する。お遍路さん
の荷物をフロントで預かってく
れるサービスや、予約なしでも
仮眠できるオーバーナイトステ
イも好評で、体の疲れだけでな
く心も癒されそう。

仁王門

大正11年（1922）に建立され
た仁王門。ダイナミックなこの
門の両側には、迫力ある金剛
力士像が建つ。右側の阿形像
には一時、目玉のない時があっ
た。目玉が失われた理由につ
いては「心ない人が盗んだ」と
もいわれている。現在は両目と
も修理され、澄んだ鋭い眼で、
訪れるお遍路さんを見守ってく
れている。

境内の見どころ沿線の見どころ

第49番 浄土寺
●愛媛県松山市鷹子町1198
☎089-975-1730 
●宿坊／なし

第50番 繁多寺
●愛媛県松山市畑寺町32    
☎089-975-0910 
●宿坊／なし

　天平勝宝年間（７４９～７５７）に孝謙天皇
の勅願で、恵明上人が行基作の釈迦如来を祀
り創建したと伝えられている。後に弘法大師が
この寺を訪れた時には荒廃しており、大師によ
り伽藍が再興された。最盛期には66坊もの末
寺を持つ大寺院だった。
　鎌倉時代には源頼朝によって再興された
が、応永23年（１４１６）に兵火によって堂宇の
ほとんどを焼失。文明14年（１４８２）には、伊
予の豪族・河野通宣が再建し再び寺勢を盛り
返す。現在の本堂はこの時に建てられたもの。
慶安２年（１６４９）の大修理などを経て、今日
に至っている。本堂は国の重要文化財。

　静寂な空気に包まれた境内の中央には、
簡素ながらも堂 と々した風格をたたえた本
堂が佇んでいる。これは文明14年（１４８２）
に創建された、和様と唐様が折衷した建物。
本瓦葺き、寄棟造りで、国の重要文化財に
指定されている。
　本堂の内陣にある一間厨子も再建時その
ままの貴重な建造物。本堂・厨子ともに、昭
和36年（１９６１）に解体・修理が行われた。
本堂に向かって右手に、大師堂と鐘楼があ
る。千社札や幟旗、わらじなど様 な々奉納物
が納められている大師堂は、親しみやすい
雰囲気だ。本堂に向かって左側には阿弥陀
堂、観音堂がある。
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第49番
さいりんざん　さんぞういん　じょうどじ

五百年の歴史を見守る荘厳な本堂

御詠歌／十悪のわがみをすてずその
ままにじょうどの寺へまいりこそすれ
本尊／釈迦如来
真言／のうまく さんまんだ ぼだな
ん ばく
宗派／真言宗豊山派
開基／恵明上人

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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山を借景にした境内は凜とした空気が漂う

➡

愛媛県松山市南久米町3-1
089・970・1026
5：00～翌1：00（最終入館24:00）
無休
非会員1,080円（タオルセット、館内着、
岩盤浴利用料込み）
※会員または時間帯により割引あり
オーバーナイトステイ2,700円～

休
料

仁王門

大師
堂

四ツ足門

本堂

仁

納
経
所

Ｐ

鐘

仏足石

阿
弥
陀
堂

観
音
堂

弁
天

方
丈

七
福
神

手水舎

東道後温泉 久米之癒

檜風呂、月之岩盤浴（サウナ）、
日之岩盤浴（高温手足湯）など
様々な風呂が揃う温泉施設。
屋外には岩から湯が流れ落ち
る源泉かけ流しの湯や寝転び
足湯なども完備している。泉質
はアルカリ性単純泉で、肌にや
さしく、やわらかな良質のお湯。
22時間営業なので、いつでも
気が向いた時に利用できるの
で便利だ。

沿線の見どころ

休
料

愛媛県松山市南久米町325-1
089・970・1126
11：00～翌9：00
無休
大人450円
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境内を一段上がったところに建つ本堂

繁多寺東　山
瑠璃光院

鐘つき堂の天井絵

元禄の鐘をそのまま利用して再
建された鐘つき堂には、お遍路
さんの注目を集める天井絵が
ある。これは中国において孝行
が特に優れた人物24名を賞し
て、後世の模範とした「二十四
孝」をモチーフに描かれたも
の。枠組みの一つひとつに表現
された、色彩豊かな二十四孝
の世界をじっくりと鑑賞しよう。

歓喜天堂

天和年間（1681～1684）、名
僧・龍瑚が住職となる。徳川家
の帰依を受けることになり、寺
運は大いに栄えた。この時に、
第四代将軍家綱の念持仏三
体の一つである歓喜天を祀っ
た。本堂に向かって左にある歓
喜天堂は、平成18年（2006）
に再建されたもの。厄除けや商
売繁盛、合格祈願に多くの人
が訪れる。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

第50番 繁多寺
●愛媛県松山市畑寺町32    
☎089-975-0910 
●宿坊／なし

第51番 石手寺
●愛媛県松山市石手2-9-21 
☎089-977-0870 
●宿坊／なし

　天平勝宝年間（７４９～７５７）に孝謙天皇勅
願により行基が開基したといわれる。本尊の薬
師如来像はこの時に行基によって刻まれたと伝
わり、一時、光明寺と称された。その後、伊予の国
司・源頼義や堯蓮が再興。弘仁年間（８１０～８
２４）には、弘法大師が巡錫。この寺を四国八十
八ヶ所に定め、名前を繁多寺に改めたという。し
かしその後、寺は荒廃。それを弘安２年（１２７
９）、元寇の退散祈願の勅使を受けて聞月上人
が再興する。さらに、応永２年（１３９５）には、後
小松天皇の意向で七皇室の菩提寺・京都泉涌
寺の快翁和尚が第七世住職となった。以来、高
僧が住職となったことで知られる。

　淡路山の中腹、町を見下ろす高台に位置
する境内。山門に向かって右側には県の工
業用水池があり、穏やかな水面と寺の風景
が相まって、のどかで風情のある景観を見せ
ている。鬱蒼と緑が生い茂る森を借景にし
た堂宇はひときわ風情があり、鐘楼（鐘つき
堂）には、元禄９年（１６９６）に信者の浄財
により作られた梵鐘が吊るされている。本堂
に向かって右側には大師堂がある。
　境内の周辺は、景観樹林保護地域に指
定された美しい自然の宝庫。境内からの眺
望もよく、松山市街はもとより、天気の良い日
には瀬戸内海まで見渡すことができる。

境　内歴史・全体像

第
50
番 

繁
多
寺 

●

▶

 

第
51
番 

石
手
寺

第50番
ひがしやま　るりこういん　はんたじ

水と緑が彩るのどかな風情の古刹

御詠歌／よろずこそはんたなりともおこ
たらずしょびょうなかれとのぞみいのれよ
本尊／薬師如来
真言／おん ころころ せんだり まと
うぎ そわか
宗派／真言宗豊山派
開基／行基菩薩

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に

歩
き
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路
の
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め
の
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国
遍
路｣

巡
礼
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プ

2017年3月作成

郊外の高台にあり、里山の風景になじむ境内

➡

媛彦温泉

地下1000mから湧き出るアル
カリ性単純温泉で、湯冷めしに
くいと評判。美肌効果もあると
いう。浴室の壁や床には遠赤
外線セラミックを多く含む麻照
（マテラ）鉱石を敷き詰め、発
汗・デトックス効果をもたらす。
様 な々趣の露天でくつろぐ家族
風呂もある。入浴とレストランで
の食事がセットになったお得な
プランもある。

愛媛県松山市畑寺3-4-5
089・960・1441
9：00～翌7：00（家族風呂は24時間営業）
年1回点検休業あり
大人550円、家族風呂1室60分2,500円～
（1室4名までの場合）
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山門

本堂
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鐘
歓喜天堂

毘沙門天堂

納経所

鐘
手水舎
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本堂前には大きな五鈷が建つ

石手寺熊野山
虚空蔵院

宝物館

1100余点あるという寺宝の中
から、常時約100点を展示して
いる。弘法大師を追いかけた
衛門三郎が焼山寺で倒れた
際、大師によって握らされたと
される「衛門三郎再来」と書か
れた小石もここに収蔵されてい
る。出土品をはじめ、古文書、刀
剣など、いずれも開基以来の歴
史を物語る貴重な品ばかりだ。

沿線の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

第51番 石手寺
●愛媛県松山市石手2-9-21    
☎089-977-0870 
●宿坊／なし

第52番 太山寺
●愛媛県松山市太山寺町1730    
089-978-0329 
●宿坊／なし

　聖武天皇の時代、神亀５年（７２８）に伊予
大守越智玉純が霊夢を賜り、この地を浄域と
し、12社権現を祀って勅願所とした。本尊の薬
師如来は、翌年の天平元年（７２９）に行基が
開眼、寺を創建した。当時は安養寺と名付けら
れ、法相宗に属していたが、弘仁４年（８１３）
に弘法大師が来錫し、真言宗に改めた。石手
寺と称するようになったのは寛平４年（８９２）
から。改称にあたり、遍路の元祖といわれる衛
門三郎の伝説が残っている。
　平安時代の末には七堂伽藍を備えており、
鎌倉時代の末期には河野氏らによって相次い
で堂塔が再建された。現在の堂塔はいずれも
この時代のものである。

　二層入母屋造り本瓦葺きの仁王門は、文
保２年（１３１８）に河野通継が建造したもの
で、国宝に指定されている。仁王門の高さは
７ｍ、仁王像も２・５ｍと大きく、こちらは13世
紀後半の作といわれている。
　また、広い境内に建つほとんどの堂塔が
文化財と、見どころ満載。鎌倉時代に建立さ
れた本堂と三重塔、元弘３年（１３３３）建立
の鐘楼、「建長３年」（１２５１）の銘が刻まれ
た銅鐘、室町初期に建立された護摩堂、建
久元年（１１９０）に建立された石造五輪塔
は、いずれも国の重要文化財に指定されて
いる。お遍路さんだけでなく、観光客も数多
く訪れる名刹だ。

境　内歴史・全体像
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第
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太
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第51番
くまのさん　こくうぞういん　いしてじ

香煙絶えぬ四国を代表する名刹

御詠歌／西方をよそとは見まじあん
ようのてらにまいりてうくる十らく
本尊／薬師如来
真言／おん ころころ せんだり まと
うぎ そわか
宗派／真言宗豊山派
開基／行基菩薩

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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国の重要文化財の三重塔が威容を誇る境内はお遍路さんで賑わう

➡
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仁王門

大師
堂

中雀門

納経所

三重塔

都卒
天洞

本堂

Ｐ

Ｐ

鐘 鐘

大
講
堂

宝
物
館

衛門三郎像

訶梨帝
母天堂
子授け
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道後温泉本館

アルカリ性単純温泉で、約
3000年の歴史を誇る日本最古
の湯。平成26年（2014）に改
築120周年を迎えた本館は、明
治27年（1894）に建設された
木造三層楼の公衆浴場で、国
の重要文化財に指定されたこ
とでも有名。浴室は神の湯と霊
の湯の2つ。入浴コースに応じ
て休憩や湯茶のサービスあり。

愛媛県松山市道後湯之町5-6
089・921・5141
6：00～23：00
（入浴コースにより異なる）
無休（12月に1日のみ臨時休館あり）
大人410円～

休
料

松山城

加藤嘉明が築城を開始した日
本を代表する連立式天守を持
つ平山城の一つ。日本では12
ケ所しか残っていない江戸時
代以前に建造された天守や乾
櫓など、21の建造物が国の重
要文化財に指定。土・日曜と祝
日の朝9時からは、一ノ門前に
て登城太鼓と天守開門セレモ
ニーを開催。8合目まではロー
プウェイとリフトがある。

愛媛県松山市丸之内1
089・921・4873（松山城総合事務所）
天守9：00～17：00（30分前札止め）、
ロープウェイ8：30～17：30（リフトは～17：00）
※季節により異なる
12月第3水曜（天守）
天守入場料、ロープウェイ・リフト往復
とも大人510円

休
料
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信号 警察署 消防署交番 郵便局 神社 寺院

縮尺= 1：29,000 1000m0

第51番　石手寺　　第52番　太山寺

11.2km　※赤い点線は遍路道の一例です

「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発
行の数値地図(国土基本情報)電子国土基本図(地図情報)及び数値
地図(国土基本情報)電子国土基本図(地名情報)を使用した。
（承認番号　平28情使、 第1132号）」

愛媛県旅館ホテル生活衛生同業組合 089-931-06381

へんろみち周辺の宿泊施設の案内
※当エリアは宿泊施設多数あり

各札所のマップはホームページでもご覧いただけます www.seichijunrei-shikokuhenro.jp



国宝に指定されている本堂

太山寺 瀧雲山
護持院

亀の石

昔の人が力比べに使った石の
一つ。大中小の石があるという
が、現在残っているのは「中」
の石。村祭りの時に若者はこの
石をどのくらい遠くまで運べる
かで、力比べをしたという。ま
た、大師堂そばに残る三重塔の
礎石の一つを新しい亀の子た
わしで洗うと、痔の痛みが和ら
ぎ完治するといわれている。

聖徳太子堂

かつて伊予の国に来た聖徳太
子は、この寺と縁を結んだ。境
内の一角にある聖徳太子堂・
夢殿には、法隆寺の夢殿にあ
るのと同じ聖徳太子像が祀ら
れており、太子の聡明さにあや
かろうとお参りする人が多い。
特に毎年成人の日に行われる
太子祭りには、合格祈願に県
内外から大勢の人が訪れる。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

第52番 太山寺
●愛媛県松山市太山寺町1730    
089-978-0329 
●宿坊／なし

第53番 圓明寺
●愛媛県松山市和気町1-182
☎089-978-1129 
●宿坊／なし

　平安時代後期から歴代天皇の帰依を集め
たといわれる太山寺の創建者は、豊後国の真
野長者。用明２年（５８７）、長者が大阪に向か
う途中、高浜沖で風雨に襲われた時、観音菩
薩に祈って海難を逃れた。その御礼として自国
で木組みした建材を運び、一夜で寺を建立し
たと伝えられている。
　天平11年（７３９）には、聖武天皇の勅願に
より、行基が十一面観音を刻んで本尊として安
置した。次いで、弘法大師が巡錫されたのは天
長年間（８２４～８３４）のこと。それまでの法相
宗から真言宗に改宗した。後に寺は荒廃の憂
き目にあうが、嘉元３年（１３０５）、領主河野氏
によって再建された。

　仁王門は三間一戸の八脚門で、金剛力
士像が安置されている国の重要文化財。四
国霊場の中では二番目に古いといわれる本
堂は、嘉元３年（１３０５）に建てられた国宝。
入母屋造り、本瓦葺きで重厚な屋根の広が
りが美しい。須弥壇に安置されている七体の
十一面観音像は、代々の天皇が納めたもの
で国の重要文化財だ。本堂の左手奥にある
真野長者堂は、太山寺の創建者とされる真
野長者を祀っている。参道は風情があり、美
しい景観が訪れる人 の々目を楽しませてくれ
る。樹木に覆われた参道沿いの民家は、遍
路宿の面影を残している。奥の院までの道
はハイキングコースになっている。

境　内歴史・全体像
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第52番
りゅううんざん　ごじいん　たいさんじ

参道から境内まで見どころ多数

御詠歌／たいさんへのぼれば汗のい
でけれどのちの世おもへばなんの苦
もなし
本尊／十一面観世音菩薩
真言／おん まか きゃろにきゃ そわか
宗派／真言宗智山派
開基／真野長者

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に

歩
き
遍
路
の
た
め
の

｢
四
国
遍
路｣

巡
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マッ
プ

2017年3月作成

坂道や石段は多いが、整備されており歩きやすい
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権現温泉

古くから湯治場として愛されて
きた温泉郷に、自然に囲まれて
ひっそりと佇む。大浴場や薬湯、
ジェット風呂、泡風呂、サウナな
どバラエティ豊かだ。春にはう
ぐいすをはじめとする鳥のさえ
ずり、桜の開花、初夏には蛍の
乱舞や木々の深緑がまぶしく、
秋には紅葉など四季折々の自
然も楽しめる。

愛媛県松山市権現町670
円明寺から県道39号線経由、
北東へ約3.5Km
089・978・0334
10：00～23：00（札止22：30）
第4木曜
（祝日の場合は営業、代替日は事前告知）
大人600円

休

料
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第52番　太山寺　　第53番　圓明寺

信号 警察署 消防署交番 郵便局 神社 寺院

縮尺= 1：9,000 500m0

「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発
行の数値地図(国土基本情報)電子国土基本図(地図情報)及び数値地
図(国土基本情報)電子国土基本図(地名情報)を使用した。
（承認番号　平28情使、 第1132号）」

2.5km　※赤い点線は遍路道の一例です
民宿の上松 089-979-15001

へんろみち周辺の宿泊施設

各札所のマップはホームページでもご覧いただけます www.seichijunrei-shikokuhenro.jp



美しい中門をくぐると真正面が本堂

圓明寺須賀山
正智院

道の駅 風早の郷 風和里 キリシタン灯籠

寛永年間（1624～1644）に建
立された、高さ40cmほどの灯
籠。山門を入ってすぐの左側に
あり、一見したところはわかりに
くいが、その形状は十字架のよ
うになっており、聖母マリアらし
き女性の姿が刻まれている。キ
リシタン禁制であった江戸時
代、寺では信者の礼拝を黙認
していたと思われる。

週末ともなれば多くのツーリン
グ客やドライブ客、夏場は海水
浴客で賑わう海辺の道の駅。
北条産の新鮮野菜や果物が並
ぶ産直市の奥には、とれたての
鮮魚コーナーが。手づくり弁当
やお惣菜は、お昼には売り切れ
てしまうことがあるので、午前中
がねらい目。夏場は販売店「モ
ンテサント」のアイスクリームを
ぜひ。

境内の見どころ

本堂の龍の彫り物

参道の中門の先正面に建つ本
堂の中には、長さ4ｍはあろう
かという巨大な龍の彫り物が、
まるで本尊を守っているかのよ
うに施されている。今にも動き
出しそうな躍動感に満ちた龍の
彫刻は、一説には名工・左甚五
郎の作といわれている。日頃の
行いが悪い人がその姿を見る
と、目が光って見えるそう。

境内の見どころ沿線の見どころ

愛媛県松山市大浦119
089・911・7700
8：30～18：00
無休（レストランは第2・4木曜）休

第53番 圓明寺
●愛媛県松山市和気町1-182 
☎089-978-1129 
●宿坊／なし

第54番 延命寺
●愛媛県今治市阿方甲636 
☎0898-22-5696 
●宿坊／なし

　「和気の圓明さん」の愛称で親しまれている。
開基は天平勝宝元年（７４９）、聖武天皇の勅
願を受けた行基が、自ら阿弥陀如来を彫って
安置したのが始まりといわれている。当時は西
山という海岸にあり、弘法大師が巡錫して、四
国霊場53番と定めるが、鎌倉時代には度重な
る兵火によって焼失してしまう。この地に引っ越
してきたのは、元和元年（１６１５）のこと。この地
の豪族であった、須賀重久が伽藍を再興した。
　「四国仲遍路同行二人今月今日平人家次」
と書かれた銅製の納札が、アメリカ人の教授に
よって発見されており、それは慶安３年（１６５
０）のものといわれている。

　周囲に民家が立ち並ぶ市井の賑わいの
中にある圓明寺。ご近所さんが気軽にお参
りに訪れるなど、その庶民的な雰囲気が、歩
き疲れた遠来のお遍路さんたちの心をほっ
と和ませてくれる。愛媛県指定有形文化財
に指定されている山門（八脚門）をくぐると、
大師堂、中門、本堂、観音堂が整然と並んで
いるのが見える。十一面観音像が安置され
ている観音堂は、断絶した国主・河野家の
遺臣たちが関ヶ原の戦いに敗れた際、その
追善供養のために建立したといわれてい
る。境内の片隅には聖母マリアの像を彫った
キリシタン灯籠があり、キリシタン禁制の名
残を今に残している。

境　内歴史・全体像
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日本最古の納札とキリシタン灯籠

御詠歌／らいごうのみだのひかりの
圓明寺てりそふかげはよなよなの月
本尊／阿弥陀如来
真言／おん あみりた ていせい から
うん
宗派／真言宗智山派
開基／行基菩薩

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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愛媛県旅館ホテル生活衛生同業組合 089-931-06381

へんろみち周辺の宿泊施設の案内
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昭和3年（1928）移転・新築された本堂

延命寺近見山
宝鐘院

越智孫兵衛供養塔みなと交流センター
（はーばりー）

江戸時代の庄屋・越智孫兵衛
は、農民たちを餓死から救った
郷土のヒーローである。農民の
生活向上に寄与し、享保の大
飢饉の際には、一人の餓死者
も出さなかったという。境内に
は、そんな彼の功績を偲ぶため
に、越智孫兵衛供養塔が建立
されており、毎年8月7日には盛
大に慰霊祭が行われている。

銘木つぶらじい

山門を入ってすぐ右手にある
つぶらじいは、今治市の指定
保存樹。延命寺が兵火で焼失
した後、享保12年（1727）にこ
の地に移転・再興された時に
植えられたと伝えられている。
樹齢はおよそ200年以上とい
われており、目通り3ｍ、高さ20
余ｍにも及ぶ。風格のあるこの
木は、近辺では珍しい銘木で
ある。

2016年７月に、今治の賑わい
の拠点として海の玄関口に
オープン。建築家・原広司氏の
設計による大きな船を模したデ
ザインの建物は「港町・今治」
を象徴している。「はーばりー」
の愛称で親しまれており、フェ
リー待合・発券所、ＦＭラジオ
放送局やレンタサイクルターミ
ナル、飲食店などで構成され、
イベントも多数開催。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

愛媛県今治市片原町1-100-3
南光坊から北東へ約1.2Km
0898・22・4120（今治市港湾振興課）
施設により異なる
施設により異なる休

第54番 延命寺
●愛媛県今治市阿方甲636   
☎0898-22-5696 
●宿坊／なし

第55番 南光坊
●愛媛県今治市別宮町3-1  
☎0898-22-2916 
●宿坊／なし

　奈良時代の天平年間（７２９～７４９）、行基
が不動明王を刻み、今治市の西北にある近見
山の頂に七堂伽藍を建立したのが始まり。平安
時代になって、嵯峨天皇の勅願によって弘法
大師が来錫。当時、かなり荒れていたという堂
宇を再建した。そして、近見山円明寺と名付け
て、信仰と学問の中心道場にした。その後、寺
は幾度となく兵火を受けたため場所を移動。享
保12年（１７２７）には現在の場所に移る。明治
時代に入って延命寺に改称する。本堂は昭和
３年（１９２８）に移転・新築された。文永５年（１
２６８）には、この寺の西谷坊で華厳宗の学僧・
凝然が八宗要綱１２００余巻を書き上げた。

　総欅造りの立派な佇まいがひときわ目を
引く山門は、今治城門の一つを譲り受けたも
の。含霊堂（霊拝堂）には、明治初期より全
国永代供養の霊碑が祀られており、往時の
寺運を物語っている。堂内には不動明王、
十二諸尊西国三十三ヶ所の観音様、薬師如
来坐像、阿弥陀如来像、びんずりさんが祀ら
れているほか、古文書も収蔵されている。
　また、境内には生国不明、元禄４年（１６９
１）に四国巡礼中に没したとされる真念法師
の道しるべ石や、宝永元年(１７０４)に住職
が私財を投じて鋳造した梵鐘・近見二郎、
農民たちを飢餓から救った越智孫兵衛を偲
ぶ供養塔が建てられている。
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行基により開かれたとされる古刹

御詠歌／くもりなきかがみのえんとな
がむればのこさずかげをうつすものかな
本尊／不動明王
真言／のうまく さんまんだ ばざらだん せん
だ まかろしゃだ そはたや うん たらた かんまん
宗派／真言宗豊山派
開基／行基菩薩

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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境内には、元禄4年（1691）に没した真念法師の道しるべが残されている
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第54番　延命寺　　第55番　南光坊

3.4km　※赤い点線は遍路道の一例です

「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発
行の数値地図(国土基本情報)電子国土基本図(地図情報)及び数値
地図(国土基本情報)電子国土基本図(地名情報)を使用した。
（承認番号　平28情使、 第1132号）」
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再築された本堂は山門の正面に佇む

南光坊別宮山
金剛院

菅笠今治城

川村驥山（きざん）は、昭和25
年（1950）に書道家として初め
て、芸術院賞を受けた人物。昭
和29年（1954）より娘を伴って
遍路行へ。その時に被っていた
菅笠が、納経所に保存されて
いる。笠には金剛経の一節「應
無所住而生其心」と書かれて
いる。どこにもとどまらず自由自
在であれという意味だそう。

高僧・天野快道の墓

金毘羅堂と薬師堂の間には、
南光坊中興の祖・天野快道大
僧正（1846～1923）の墓があ
る。天野快道は今治に伝わる
「大楠と三匹の狸」という話に
も登場する人物。姿を見せずに
悪さをしていた狸の三姉妹が
いたが、快道にだけは見え、話
ができたという。「頭脳明晰で
体格にも恵まれた傑物」であっ
たといわれている。

築城の名手として有名な藤堂
高虎が築いた海城で、日本三
大海城の一つ。広大な内堀と
高石垣がほぼ完全に残り、堀
の水は現在でも海水。再建され
た天守や櫓は歴史資料館や郷
土美術館などとして公開され、
今治の歴史と文化に触れられ
る。天守最上階の展望台から
は瀬戸内海の絶景が広がる。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

愛媛県今治市通町3-1-3
南光坊から南東へ約1.5Km
0898・31・9233
9：00～17：00
12/29～12/31
大人500円

休

第55番 南光坊
●愛媛県今治市別宮町3-1  
☎0898-22-2916 
●宿坊／なし

第56番 泰山寺
●愛媛県今治市小泉1-9-18 
☎0898-22-5959 
●宿坊／なし

　かつては別宮大山祇神社と隣接しており、
明治初年までは大山祇神社の別当寺であった
という。
　その縁起は今から約１３００年前にさかのぼ
る。河野氏の始祖・越智玉輿の弟である玉澄
は、文武天皇の勅願を受けて大三島の大山積
明神を勧請。法楽所として大三島の24坊中８
坊をこの地に移転し、「日本総鎮守三島地御
前」と称し、奉祭した。
　以後、別宮大山祇神社の別当寺として興隆
してきたが、天正年間（１５７３～１５９２）、伊予
の全土を襲った長宗我部氏の兵火によって焼
失した。慶長５年（１６００）、この南光坊だけは
大山祇神社の別当寺として再建された。

　四国霊場のうち「坊」がつく寺院はこの南
光坊だけ。今治市の中心部にあり、昭和20
年（１９４５）の大空襲で大師堂と金毘羅堂
以外の建造物は焼失した。現在の本堂は昭
和56年（１９８１）に建てられたものである。金
毘羅堂は、文化年間（１８04～１８18）建立の
歴史のある建物。大正５年（１９１６）に再建さ
れた大師堂は、屋根の四隅が軽やかに跳ね
上がり、その上にある相輪塔と相まって、荒波
の中を走る船のような様相を呈している。
平成10年（１９９８）に再建された立派な山
門は四天王が守護している。この山門の形
式は四国霊場の中ではこの寺だけである。

境　内歴史・全体像
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第55番
べっくさん　こんごういん　なんこうぼう

有名書家の足跡が残る寺

御詠歌／このところ三島に夢のさめ
ぬればべつぐうとてもおなじすい
じゃく
本尊／大通智勝如来
真言／なむ だいつうち しょうぶつ
宗派／真言宗御室派
開基／行基菩薩

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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第55番　南光坊　　第56番　泰山寺

3.0km　※赤い点線は遍路道の一例です

「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発
行の数値地図(国土基本情報)電子国土基本図(地図情報)及び数値
地図(国土基本情報)電子国土基本図(地名情報)を使用した。
（承認番号　平28情使、 第1132号）」
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境内の左端にある本堂。目の前に地蔵車がある

泰山寺 金輪山
勅王院

地蔵車竹庭 清正乃湯

六道輪廻を現した地蔵車。石
塔に輪があり、これを回すと六
道輪廻の絆を断てるといわれ
ている。参拝者は、一回一徳を
願って車輪を手前に回転させ、
手を合わせて拝むのだそう。こ
の車輪は人生の時計を意味し
ているといわれ、回り巡ってくる
輪廻思想に基づいて名付けら
れたものだとも伝えられている。

不忘松（忘れずの松）

大師堂のそばにあった不忘松
は、弘法大師が一寺を建立し
た際に御手植えされたという
松の木。一度枯れてしまい、今
は古い切り株が残っている。こ
の切り株は腰痛に霊験あらた
かだといわれている。その横に
は子株として育っていた4株の
うちの1株が植えられている。小
さいながらも見事な枝ぶりだ

ナトリウム泉や炭酸水素塩泉
など、効能豊かな湯が揃う温泉
施設。広大な竹林の中に露天
風呂が点在しており、散策気分
で温泉を満喫しながら、旅の疲
れを癒やすことができる。内湯
や備長炭サウナのほか、家族
やグループでのんびりと過ごせ
る温泉付きの貸別荘も完備し
ている。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

愛媛県今治市高橋甲1350-1
泰山寺から南西へ約1.6Km
0898・34・0034
13：00～24：00
無休
1,000円（15歳未満は入場不可）

休

第56番 泰山寺
●愛媛県今治市小泉1-9-18    
☎0898-22-5959 
●宿坊／なし

第57番 栄福寺
●愛媛県今治市玉川町八幡甲200 
☎0898-55-2432 
●宿坊／なし

　弘法大師がこの地を巡錫していた弘仁６年
（８１５）、豪雨のために蒼社川が氾濫した。当
時、この川は毎年のように氾濫しており、地元の
人は「人取川」と呼び、「氾濫は悪霊の祟りに
よっておこる」と恐れていた。そこで大師は村人
たちを指導して堤防を建設。土砂加持の秘法
を七座厳修された。その満願の日に延命地蔵
が空中に出現。大師は示現した地蔵尊を刻ん
で本尊とし、一寺を建立した。寺名は『延命地
蔵経』十大願の第一「女人泰産」からとって、
泰山寺と名付けられた。当初は山頂に位置し
ていたという。
　天長元年（８２４）には、淳和天皇の勅願所
として七堂伽藍が完成した。

　のどかな田園地帯の高台に、石垣に囲ま
れて建つ泰山寺。山門はなく、細い路地から
階段を上った境内には、本堂、納経所、宿坊
が一列に並んでいる。秘仏である本尊の木
彫地蔵座像は、当地方屈指の巨像。
　宿坊の前にある大師堂は、昭和60年（１９
８５）に建立された比較的新しい建物。そば
には金剛杖を持ち、菅笠をかぶった大師像
がたち、訪れたお遍路さんを見守っている。
鐘楼、通夜堂、納経所も趣のある佇まいだ。
鐘楼は、明治14年（１８８１）、今治城内に
あった太鼓楼の古材で再建されたといわれ
ており、四国霊場と今治城の縁の深さが感
じられる。

境　内歴史・全体像
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きんりんさん　ちょくおういん　たいさんじ

川の氾濫を鎮めた弘法大師が建立

御詠歌／みな人のまいりてやがて泰
山寺来世の引導たのみおきつつ
本尊／地蔵菩薩
真言／おん かかかび さんまえい そ
わか
宗派／真言宗醍醐派
開基／弘法大師

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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本堂と廻廊で結ばれている大師堂

栄福寺府頭山
無量寿院

大師堂の干支今治市玉川近代美術館

大師堂はかつてこの寺が山頂
にあった時の建物を移築したも
の。建物の外回りにぐるりと施さ
れた十二支の干支の彫刻は、
一見の価値あり。正面には玉を
くわえた龍が、睨みつけるよう
にこちらを見ており、側面には
虎などが彫られている。羊だけ
姿が見えないが、実は隠し彫り
されているという伝説がある。

お願い地蔵尊

境内の片隅に建つお願い地蔵
尊は、願いごとを叶えてくれると
いわれている。ふっくらとしたか
わいらしいお顔をしているが、
「見る度に表情が違う」と地元
の人たちから信仰を集めてい
る。また、栄福寺には江戸中期
のお遍路さんの納経帳が残さ
れており、四国遍路の貴重な資
料として注目されている。

今治市（旧玉川町）出身の故
徳生忠常氏が全資金を提供し
「心温まる名画の美術館」とし
て昭和61年に設立、ふるさとに
寄贈した。明治以降の日本近
代洋画の大家・黒田清輝、藤
島武二や、近代美術史を彩る
中村彝（つね）、郷土出身の野
間仁根（ひとね）などのほか、
海外作家のピカソ、ルオー、ユ
トリロらの作品を所蔵。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

愛媛県今治市玉川町大野甲86-4
栄福寺から西へ約3.8Km
0898・55・2738
9：00～17：00
月曜（祝日の場合は原則翌日振替）、
12/29～1/3
一般500円

休

料

第57番 栄福寺
●愛媛県今治市玉川町八幡甲200    
☎0898-55-2432 
●宿坊／なし

第58番 仙遊寺
●愛媛県今治市玉川町別所甲483
☎0898-55-2141 
●宿坊／あり（要予約）

　開基は弘法大師で、嵯峨天皇の勅願によっ
て弘仁年間（８１０～８２４）に開かれた。周辺
で海難事故が相次いでいることを知った大師
は、府頭山の山頂で海神供養の護摩供を厳
修。その満願の日に、海の中から阿弥陀如来が
出現。この阿弥陀如来を本尊として堂宇を創
建したという。
　貞観元年（８５９）には、大安寺の行教上人
が暴風雨に遭遇し、この地に漂着。府頭山が男
山に似ていることに気づき、また阿弥陀如来が
八幡大菩薩の本地仏であることにも縁を感じ
て、境内に社殿を建立。神仏習合の八幡宮を
創建した。その後、明治元年の神仏分離令に
よって寺は現在の地に移転した。

　駐車場から延びる参道の先には石清水八
幡宮があり、本堂は八幡宮への参道を背に
した場所に建っている。本堂には一寸法師、
大師堂には十二支の彫刻が施されている。
　古社の趣がある本堂の廻廊には、霊験に
よって難病が平癒した少年遍路が奉納した
という箱車が置かれている。昭和８年（１９３
３）、足が不自由なため箱車で四国巡礼して
いた少年が、この寺を訪れた際に不注意で
転倒。しかしその時、それまで立たなかった
足腰がすっかり治っていたことから、箱車を
奉納してお遍路を続けたという。この話にあ
やかってか、足腰守りの寺としても知られ、病
気平癒の祈願をする人も多い。
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第57番
ふとうさん　むりょうじゅいん　えいふくじ

海の中から出現した御本尊

御詠歌／この世には弓矢を守る八幡
なりらいせは人をすくうみだぶつ
本尊／阿弥陀如来
真言／おん あみりた ていせい から
うん
宗派／高野山真言宗
開基／弘法大師

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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緑に抱かれ、石清水八幡宮への参道を背にして建つ本堂
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第57番　栄福寺　　第58番　仙遊寺

2.4km　※赤い点線は遍路道の一例です

「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院
発行の数値地図(国土基本情報)電子国土基本図(地図情報)及び
数値地図(国土基本情報)電子国土基本図(地名情報)を使用した。
（承認番号　平28情使、 第1132号）」

仙遊寺宿坊

ホテル バリ・イン

0898-55-2141

0898-33-0909

1

2

へんろみち周辺の宿泊施設

各札所のマップはホームページでもご覧いただけます www.seichijunrei-shikokuhenro.jp



焼失した本堂は昭和28年（1953）に再建

仙遊寺 作礼山
千光院

千体地蔵伊予桜井漆器会館

本堂脇に並ぶのは、昭和の中
頃から数多くの人たちが願を
掛けて設置してきたというお地
蔵様。大切な人の供養のため
だったり、先祖供養のためだっ
たりと、その理由は様 だ々。お地
蔵様は、一つひとつ表情や形
が違っている。中央には、それ
らを見守るかのように弘法大師
像が祀られている。

八十八ヶ所御砂踏

急な山道を上りきった境内の片
隅には、修行大師像が祀られ
ており、その周りを四国八十
八ヶ所霊場の本尊の石仏がぐ
るりととり囲んでいる。すべての
霊場をまわれないという人も、こ
のお砂踏でじっくりとお参りをす
ればご利益があるという。また、
大師像や石仏の醸し出す風情
も、幽玄の趣に満ちている。

約250年の歴史を持つ愛媛の
伝統工芸、桜井漆器。伊予桜
井漆器会館では、箸や小皿、弁
当箱などの日用品から、ガラス
に蒔絵を施したアート感覚の
「花クリスタル」まで、幅広い商
品が展示販売されている。製
造工程を見学できるほか、併設
の喫茶ルーム「花ぬり」では
カップやスプーンなど食器に漆
器製品を取り入れている。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

愛媛県今治市長沢甲340-1
仙遊寺から南東へ10Km
0898・48・0418
10：00～18：00
火曜（祝日の場合は翌日）休

第58番 仙遊寺
●愛媛県今治市玉川町別所甲483
☎0898-55-2141 
●宿坊／あり（要予約）

第59番 国分寺
●愛媛県今治市国分4-1-33 
☎0898-48-0533 
●宿坊／なし

　海抜約３００mの作礼山（されいざん）の山
上にあり、「おされさん」の愛称で親しまれてい
る。天智天皇（６２６～６７２）の勅願により国
主・越智守興が堂宇を建立。海からあがった
竜女が彫り上げたという千手観世音菩薩が本
尊。竜女は竜登川を伝って作礼山にやってき
たが、一刀刻むごとに三度礼拝していた。作礼
山の名は、このエピソードに由来している。養
老２年（７１８）までは、阿坊仙人が読経三昧の
日 を々送り、諸堂を整えた。平安時代には弘法
大師が巡錫、荒廃した寺を再興して寺運を盛
り上げた。明治時代には、宥蓮（ゆうれん）上人
という高僧が山主となり信仰を集めたという。

　境内には、宥蓮上人を供養する五輪塔が
建立されている。また、水神さんをお祀りした
放生池のそばには真新しい山門があり、これ
は子息の菩提を弔うために、ある夫婦が建
立したもの。昭和22年（１９４７）の山火事で
全堂が灰になったが、本堂は昭和28年（１９
５３）に再建された、二層屋根の堂 と々した
建物である。本堂裏にある西浄は、身体障
害者用のトイレを備えた立派なもの。境内か
らは今治市街や瀬戸内海の多島美が一望
できる。山門からの歩き参道は、シャクナゲ
や紅葉など、四季折 の々自然が目を楽しませ
てくれる。裏山には西国三十三所の観音石
仏が点在している。
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第58番
されいざん　せんこういん　せんゆうじ

仙人が遊んだという伝説が残る寺

御詠歌／たちよりてされいの堂にや
すみつつ六字をとなえ経をよむべし
本尊／千手観世音菩薩
真言／おん ばざら たらま きりく
宗派／高野山真言宗
開基／越智守興

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
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本堂は寛政元年（1789）に建立

国分寺 金光山
最勝院

唐椿道の駅 今治湯ノ浦温泉

境内には唐椿が植林されてお
り、開花時期には艶やかな花で
お遍路さんの心を和ませてくれ
る。菊にも似た大輪の花は、一
見の価値あり。この花を見るた
めに訪れる人もいる。また、創建
当時の寺は現在の場所から東
に100ｍほどのところにあった。
「伊予国分寺塔跡」は国指定
の史跡になっている。

握手修行大師

境内に入って右手にあるのは、
等身大だといわれている握手
修行大師像。左手に鉄鉢を持
ち、右手で握手ができるように
なっている。この大師像と握手
をして祈願すると願いが叶うと
いわれ、多くの参拝者がこの大
師像の手を握り、手を合わせて
いる。ただし、一つしかお願い
できないので注意を。

今治市の東の玄関口ともいえる
場所に位置する情報拠点。休
憩コーナー、レンタサイクル（9
時～17時）などが利用できるほ
か、瀬戸内の新鮮な海の幸を
使った料理などが味わえるフー
ドコーナーも人気。地元の特産
品が並ぶ物産コーナーや、全
国でも珍しい、湯ノ浦温泉の源
泉をセルフで購入することがで
きる温泉スタンドもある。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

愛媛県今治市長沢甲252-2
0898・47・0990
9:00～18:00（7・8月のみ8:30～18:30）
無休休

第59番 国分寺
●愛媛県今治市国分4-1-33    
☎0898-48-0533 
●宿坊／なし

第60番 横峰寺
●愛媛県西条市小松町石鎚甲2253   
☎0897-59-0142 
●宿坊／なし

　伊予の国分寺は天平13年（７４１）に行基が
開基。当時は、七堂伽藍を備えた壮大な大寺
院だった。弘法大師は第三世住職智法立師の
時代に来錫。長く留まって五大尊の絵像一幅
を残した。また、大師十大弟子の一人で、かつ
て高岳親王であった真如も２年ほど滞在した。
天慶２年（９３９）には藤原純友の乱で堂宇が
焼失。国主の援助で再興したが、元暦元年（１１
８４）の源平合戦で再び焼失する。貞治３年（１
３６４）には讃岐の細川右馬頭頼之が侵入し、
三度、寺は焼かれた。その後も焼失と復興を繰
り返した。現在の本堂は、寛政元年（１７８９）に
43代住職の恵光上人が金堂として建立した。

　風光明媚な唐子浜（からこはま）からほど
近い、唐子山の麓に佇む寺。広 と々した境内
には石門を入って正面に本堂、大師堂、毘
沙門天、書院などが並んでいる。書院には、
奈良時代から平安初期にかけての寺宝や
文化財、旧国分寺からの出土品などが、貴
重な歴史資料として保存されている。県指
定の文化財であり、寺宝でもある国分寺文
書３巻は南北朝時代のものとされている。弘
法大師像、大般若経なども興味深い。この寺
の後は60番の横峰寺へと続くが、地理的に
は61番の香園寺と63番の吉祥寺を打ち終
えてから、60番へと回るのがよいだろう。

境　内歴史・全体像
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寺 

●

▶
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番 

横
峰
寺

第59番
こんこうざん　さいしょういん　こくぶんじ

幾度も復興を遂げた伊予の国分寺

御詠歌／しゅごのためたててあがむ
る国分寺いよいよめぐむ薬師なりけり
本尊／薬師如来
真言／おん ころころ せんだり まと
うぎ そわか
宗派／真言律宗
開基／行基菩薩

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー
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堂内には左右大臣や狛犬などもある

横峰寺石鈇山
福智院

仁王門石鎚ふれあいの里

四国霊場で三番目の高地にあ
る横峰寺。緑濃い木 に々囲まれ
た本来の参道（遍路道）を行く
と、堂 と々した仁王門が現れる。
元々、仁王像は寺から500ｍほ
ど下った古坊という土地にあっ
たものを現在の場所に移した。
県内でも古い方に数えられる
貴重なもので、造りも立派で見
ごたえがある。

妻白大明神

寺に続く山道の途中には、横峰
寺の氏神として開山以来、信
仰をあつめている妻白大明神
を祀った社がある。妻白大明神
は豊作、商売繁盛、延命息災、
家運隆昌など、諸願を叶えてく
れるといわれる霊験あらたかな
大明神。全国各地から多くの人
が訪れ、ご縁を結びたいと祈念
している。

名峰・石鎚山の麓にある廃校
を利用した宿泊施設。木造の
ケビン、キャンプ場、バーベ
キュー施設があり、夏は家族連
れで賑わう。併設の食堂では日
替わりの定食のほか、春には地
元で採れた山菜料理、夏は流
しそうめんなどが味わえる。食
堂は11時から15時の営業、12
月29日から2月末は休み。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

愛媛県西条市中奥1号25-1
横峰寺から東へ13.4Km
0897-59-0203
9：00～18：00
12/29～1/3休

第60番 横峰寺
●愛媛県西条市小松町石鎚甲2253   
☎0897-59-0142 
●宿坊／なし

第61番 香園寺
●愛媛県西条市小松町南川甲19    
☎0898-72-3861 
●宿坊／なし

　西日本最高峰・石鎚山（１９８２ｍ）の山系中
腹にある霊場。白雉２年（６５１）、星ヶ森（石鎚
山遥拝所）で修行中の役行者小角は、石鎚山
頂に蔵王権現の姿を見て、その姿を石楠花の
木に刻んで小堂に安置した。
　大同年間（８０６～８１０）には弘法大師も来
錫。42歳の厄除け開運祈願のために石鎚山へ
上った。星ヶ森で星祭りの修行をしていたが、
結願の日に役行者と同じく蔵王権現の姿を見
た。そこで、大師は本尊として大日如来を刻ん
で安置。第60番に定められた。その後、明治元
年の神仏分離令で、石鎚山西遥拝所横峰社と
なるが、明治42年（１９０９）に横峰寺に戻った。

　標高約７５０ｍに位置する寺に至る道は、
途中の平野からは有料道路になっている。
山頂の駐車場までは、登山専用のマイクロ
バスも運行している。駐車場からは約５００
ｍの道のりを徒歩で下って10分ほど。狭い
山道を歩いていると、いにしえの遍路行の苦
労が偲ばれる。境内の山際には石楠花が植
えられており、花の名所としても名高い。５月
には美しい花でお遍路さんの心をなごませ
ている。本堂は神社風の権現造りで、どっし
りとした風情と美しさを漂わせている。堂内
には「神も仏も有り難いのは同じである」と
説いた弘法大師の教義そのままに、左右大
臣を祀っている。また、狛犬も一対ある。

境　内歴史・全体像
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園
寺

第60番
いしづちさん　ふくちいん　よこみねじ

霊峰・石鎚山の中腹にある霊場

御詠歌／たてよこにみねや山べに寺
たててあまねく人をすくうものかな
本尊／大日如来
真言／おん あびらうんけん ばざら 
だとばん
宗派／真言宗御室派
開基／役行者小角

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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深山の趣あふれる境内は石楠花の名所としても知られる
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大聖堂に祀られている黄金色の大日如来

香園寺栴檀山
教王院

本堂・大師堂湯の里 小町温泉 しこくや

大聖堂は、本堂と大師堂を兼
ねた鉄筋コンクリート造りの建
物。１階が大講堂、２階が本堂
と大師堂になっており、境内中
央奥に本尊が祀られている。大
聖堂は正面から本尊を拝むこ
とができるほか、横の入り口か
ら内陣に入ることもできる。本堂
だけでも600余りの固定席があ
り、まるでコンサートホールのよ
うだ。

子安大師像

安産祈願所として知られる香
園寺。門前で苦しんでいる身
重の婦人を見つけた大師が、
栴檀の香を焚いて加持祈祷を
すると、婦人は元気な男子を無
事に出産したという伝説が
残っている。背中にゴザを背負
い、右手に錫杖を持ち、左手に
赤ちゃんを抱いた子安大師像
は、子を想うやさしさに溢れて
いる。

第61番香園寺より車で10分足
らずの温泉宿。露天風呂や
ジェットバス、サウナを備えた
大浴場があり、日帰り利用もで
きる。天然温泉にゆったりと浸
かりたい。宿泊は1名から可。隣
接する「りんりんパークー」に
は、レストランや、美しい錦鯉や
四季折々の花々に彩られた庭
園がある。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

愛媛県西条市小松町明穂甲47
香園寺から西へ4.5Km
0898・76・3388
入浴10：00～22：00
無休
入浴のみ大人480円

休

第61番 香園寺
●愛媛県西条市小松町南川甲19    
☎0898-72-3861 
●宿坊／なし

第62番 宝寿寺
●愛媛県西条市小松町新屋敷甲428
☎0898-72-2210
●宿坊／なし

　用明天皇（５８５～５８７）の病気平癒を祈
願して聖徳太子が創建したと伝えられている。
この時、金衣白髪の老翁が飛来、本尊の大日
如来を安置した。天平年間（７２９～７４９）に
は行基が、大同年間（８０６～８１０）には弘法
大師が来錫。一時は七堂伽藍、６坊を備えて
いたが、長宗我部元親による天正の兵火で堂
宇を焼失。大正２年（１９１３）に再建された。大
正の初期には当時の住職・山岡瑞園師が子安
講を創始。子安大師の四請願を旗印に、国内
及び海外を行脚。全国に20万人の講員を獲得
した。子安大師は、現在も多くの人から「子安の
大師さん」と呼ばれ、信仰を集めている。

　小松町のはずれ、山の麓に約１万坪の敷
地を誇る香園寺は、聖徳太子ゆかりの寺で
ある。お遍路さんを迎えるのは、鉄筋コンク
リート造りの大聖堂（本堂・大師堂）だ。モダ
ンな建物で、１階は大講堂、２階に本堂と大
師堂があり、設備も行き届いている。
　この寺をお詣りして子宝に恵まれたという
夫婦から奉納された赤ん坊の写真が、寺の
建物のいたるところに飾られている。その数
は年間数千にも及ぶそうで、篤い信仰を集
めていることを物語っている。
　奉納された写真の数だけ、元気な赤ちゃ
んが誕生したと想像すると、微笑ましくなる。

境　内歴史・全体像
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第61番
せんだんさん　きょうおういん　こうおんじ

聖徳太子ゆかりのモダンな寺

御詠歌／のちのよを思へばまいれ香
園寺とめてとまらぬしらたきの水
本尊／大日如来
真言／おん あびらうんけん ばざら 
だとばん
宗派／真言宗御室派
開基／聖徳太子

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に

歩
き
遍
路
の
た
め
の

｢
四
国
遍
路｣

巡
礼
マッ
プ

2017年3月作成

広 と々した境内にはモダンな建物が並ぶ

➡

☞

料

納経所

大聖堂
（本堂・大師堂）

手水舎

鐘

種田山頭火句碑

聖徳太子堂
子安大師像

子安
会館

本地蔵堂

Ｐ

Ｐ Ｐ



196

11

11

142

伊
予
小
松
駅 伊

予
氷
見
駅

石鎚山ＳＡ

宝寿寺宝寿寺
ほうじゅじほうじゅじ

吉祥寺吉祥寺
きちじょうじきちじょうじ

香園寺香園寺
こうおんじこうおんじ

小松中央公園小松中央公園

小松総合支所小松総合支所

小松小学校小松小学校

小松温芳図書館小松温芳図書館

三嶋神社三嶋神社

小松高校小松高校

石鎚山ハイウェイオアシス館石鎚山ハイウェイオアシス館

横山病院横山病院

つくだクリニックつくだクリニック

こまつ医院こまつ医院

氷見小学校氷見小学校

ヤマサンセンターヤマサンセンター

ビジネス旅館小松ビジネス旅館小松

同行民宿「鈴」同行民宿「鈴」

マルナカマルナカ

とうしょくとうしょく

清楽寺清楽寺
せいらくじせいらくじ

J R 予讃線

50

50

川原谷

新宮

一本松

岡村

切川

西の原

西町

新屋敷

土居

上の浦

尾土居

竹内

宮の下

末長

小
松
町
新
屋
敷

西
町

宝
来
町

旭
町

氷
見

本
町

西
条
市

61

62

63

第61番　香園寺　　第62番　宝寿寺

信号 警察署 消防署交番 郵便局 神社 寺院

縮尺= 1：10,000 500m0

1.3km　※赤い点線は遍路道の一例です

「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、
同院発行の数値地図(国土基本情報)電子国土基本図(地図情
報)及び数値地図(国土基本情報)電子国土基本図(地名情報)
を使用した。（承認番号　平28情使、 第1132号）」

同行民宿「鈴」

ビジネス旅館小松

0898-72-6123

0898-72-5881

1

2

へんろみち周辺の宿泊施設

各札所のマップはホームページでもご覧いただけます www.seichijunrei-shikokuhenro.jp



大師堂が本堂に。旧本堂は参道正面に

宝寿寺 天養山
観音院 

一宮稲荷

明治10年（1877）、四国遍路
の行者・大石竜遍上人が寺の
再興にあたり、京都の伏見稲
荷、岡山の最上稲荷、愛知の豊
川稲荷の三神を護法神として
迎え、寺門の興隆、諸人の護世
安楽を祈願して建立した。以
来、多くの人々から信仰を集め
ている。参道を入って右側にあ
るので忘れずに参拝をしよう。

安産観音像

弘法大師が留錫していた時、
国司越智公夫人が難産で苦し
んでいた。大師が境内の玉の
井の霊水で加持されたところ、
見事に玉のような男児が誕生
したという。以来、本尊は安産
の観音として篤い信仰を集め
ている。おだやかな顔をした安
産観音像の周りには木が植え
られており、やさしく枝を広げて
いる。

境内の見どころ 境内の見どころ

第62番 宝寿寺
●愛媛県西条市小松町新屋敷甲428   
☎0898-72-2210 
●宿坊／なし

第63番 吉祥寺 
●愛媛県西条市氷見乙1048
☎0897-57-8863
●宿坊／なし

　聖武天皇は天平年間（７２９～７４９）に大己
貴尊の神託を受け、諸国に一の宮を建立した。
宝寿寺は伊予国一の宮の法楽所として建立さ
れ、当初は金剛宝寺と称していた。大同年間
（８０６～８１０）には弘法大師が来錫。光明皇
后をかたどった十一面観音を刻んで本尊とし、
四国霊場の第62番に定めた。当時は山手川・
中山川の近くにあったため、幾度となく河川の
氾濫に遭い、破損・再建を繰り返す。天正13年
（１５８５）に豊臣秀吉の四国征伐で壊滅された
後、寛永13年（１６３６）に宥伝上人により再建
されたが、明治の神仏分離令による廃仏毀釈
で廃寺に。明治10年（１８７７）に再建された。

　大正10年（１９２１）にJR予讃線の開通に
ともなって、もともと境内があった場所から１
００ｍほど西に位置する現在地に移された。
JR伊予小松駅からほど近く、国道11号沿い
という賑わいの場所にあるが、境内はしっと
りとした風情を漂わせている。門前には、「一
国一宮別当宝寿寺」の石碑が建てられてい
る。真念が建てたという道標も残されていた
が、現在は愛媛県歴史文化博物館にて保
管中。参道の正面にある建物は旧本堂で、
正面右奥が本堂、右手前が大師堂となって
いる。なお、弘法大師が刻まれた十一面観
音は秘仏のため拝観はできない。このほか、
安産観音像や一宮稲荷などもある。

境　内歴史・全体像
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第62番
てんようざん　かんのんいん　ほうじゅじ

国道沿いの賑わいの中に佇む寺

御詠歌／さみだれのあとにいでたる
玉の井はしらつぼなるや一の宮かは
本尊／十一面観世音菩薩
真言／おん まか きゃろにきゃ そわ
か
宗派／高野山真言宗
開基／聖武天皇

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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参道の左側には趣のある石庭が見られる

➡

大師
堂

納経所

本堂

手水舎
一宮稲荷

安産観音像

前田伍健
句碑

香炉堂

石鎚山ハイウェイオアシス館

松山道石鎚山SAと国道11号
のどちらからもアクセス可能。
地域の旬の野菜や果物が揃う
市場やお土産コーナー、レスト
ラン、石鎚山の四季折 の々写真
を展示する写真美術館がある。
隣接する｢椿交流館（椿温泉こ
まつ）｣は、自慢の天然温泉や
地元料理を満喫できる癒やし
処。展望デッキには足湯もあり、
無料で利用できる。

沿線の見どころ

愛媛県西条市小松町新屋敷乙22-29
0898・76・3111
9：00～18：00
（椿交流館10：00～22：00、札止21：30）
無休（椿交流館は水曜（祝日の場合は営業））
入浴料大人400円

休
料



196

11

11

142

伊
予
小
松
駅 伊

予
氷
見
駅

石鎚山ＳＡ

宝寿寺宝寿寺
ほうじゅじほうじゅじ

吉祥寺吉祥寺
きちじょうじきちじょうじ

香園寺香園寺
こうおんじこうおんじ

小松中央公園小松中央公園

石鎚山ハイウェイオアシス館石鎚山ハイウェイオアシス館

小松総合支所小松総合支所

小松小学校小松小学校

小松温芳図書館小松温芳図書館

三嶋神社三嶋神社

小松高校小松高校

横山病院横山病院

つくだクリニックつくだクリニック

こまつ医院こまつ医院

氷見小学校氷見小学校

ヤマサンセンターヤマサンセンター

ビジネス旅館小松ビジネス旅館小松

同行民宿「鈴」同行民宿「鈴」

マルナカマルナカ

とうしょくとうしょく

清楽寺清楽寺
せいらくじせいらくじ

J R 予讃線

50

50

川原谷

新宮

一本松

岡村

切川

西の原

西町

新屋敷

土居

上の浦

尾土居

竹内

宮の下

末長

小
松
町
新
屋
敷

西
町

宝
来
町

旭
町

氷
見

本
町

西
条
市

61

62

63

第62番　宝寿寺　　第63番　吉祥寺

1.4km　※赤い点線は遍路道の一例です

信号 警察署 消防署交番 郵便局 神社 寺院

縮尺= 1：10,000 500m0

同行民宿「鈴」

ビジネス旅館小松

0898-72-6123

0898-72-5881

1

2

へんろみち周辺の宿泊施設

「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、
同院発行の数値地図(国土基本情報)電子国土基本図(地図情
報)及び数値地図(国土基本情報)電子国土基本図(地名情報)
を使用した。 （承認番号　平28情使、 第1132号）」

各札所のマップはホームページでもご覧いただけます www.seichijunrei-shikokuhenro.jp



歴史を感じさせる流麗な造りの本堂

吉祥寺 密教山
胎蔵院

石鎚神社湯之谷温泉

前神寺の西方に本社、石鎚山
中腹に成就社と土小屋遥拝
殿、標高1982ｍの山頂に頂上
社があり、この4社を総称して
石鎚神社という。弘法大師空
海も修行したと言われ、山岳信
仰の霊場として崇拝されてき
た。7月1日～10日の夏季大祭
では、御神像は頂上社に移さ
れ、多くの信者が登山参拝して
いる。

くぐり吉祥天女

成就石のすぐ横にあるのは、本
尊・毘沙聞天の妃である吉祥
天の像。あらゆる貧困を取り除
き、大富貴をもたらす仏様とし
て篤い信仰を集めている。この
像の下をくぐるとご利益がある
と伝えられており、「くぐり吉祥
天女」の名で多くの人に親しま
れている。優雅な立ち姿が印象
的だ。

霊峰石鎚山の“ご縁”から始まっ
た温泉。良質の源泉（療養泉）
が湧き出る。宿泊は一般和室
客室のほか、露天風呂付宿泊
棟やゲストルームも新設。日帰
り入浴、ランチカフェ、無料の足
湯も楽しめる。泉質はナトリウ
ム・塩化物・炭酸水素塩冷鉱
泉。伊予の三古湯の一つとい
われている。

沿線の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

愛媛県西条市洲之内甲1193
吉祥寺から東へ3.4Km
0897・55・2135
8：30～22：00
無休
入浴のみ大人400円

休

第63番 吉祥寺 
●愛媛県西条市氷見乙1048    
☎0897-57-8863 
●宿坊／なし

第64番 前神寺
●愛媛県西条市洲之内甲1426 
☎0897-56-6995 
●宿坊／なし

　四国霊場の中で唯一、毘沙聞天を本尊とし
ている寺。門柱にも「四国唯一体毘沙聞天王
鎮座」と刻まれている。
　弘仁年間（８１０～８２４）、弘法大師が坂元
山山中（現在の寺の南東に位置する山）を
通っていた時に、光を放っている檜を発見し
た。その木に一刀三礼して毘沙聞天と脇仏の
吉祥天、善膩師童子を刻んだと伝えられてい
る。弘法大師によって開かれた寺は、天正13年
（１５８５）に豊臣秀吉の四国征伐による兵火で
全山を焼失してしまう。
　万治２年（１６５９）には、末寺の檜木寺と合
わせて、現在の場所に移され再興した。

　まるで城門を思わせる立派な造りの山門
を入ると、正面が本堂。大師堂はその左側に
あり、いずれも素朴ながら歴史を感じさせる
建物だ。境内はこぢんまりとしており、ひと目
で全体が見渡せる。この寺には秘仏のマリア
観音（非公開）という珍しい観音像が保管さ
れている。これはキリストを従えたマリア様の
高麗焼の純白像で、高さは30㎝ほど。長宗
我部元親がイスパニア船の船長から貰い受
けたものといわれている。また、山門から入っ
て右手にある八角堂には、本尊の毘沙聞天
を除く七福神のうちの六福神が祀られてい
るので、こちらにもお参りしておきたい。

境　内歴史・全体像
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前
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第63番
みっきょうざん　たいぞういん　きちじょうじ

四国霊場で唯一毘沙聞天が御本尊

御詠歌／身の中の悪しき悲報をうち
すててみな吉祥をのぞみいのれよ
本尊／毘沙聞天
真言／おん べい しらまんだや そわ
か
宗派／真言宗東寺派
開基／弘法大師

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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境内には「四国唯一体毘沙聞天王鎮座」の門柱もある
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第63番　吉祥寺　　第64番　前神寺

信号 警察署 消防署交番 郵便局 神社 寺院

縮尺= 1：11,000 500m0

3.2 km　※赤い点線は遍路道の一例です

「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を
得て、同院発行の数値地図(国土基本情報)電子国土基
本図(地図情報)及び数値地図(国土基本情報)電子国土
基本図(地名情報)を使用した。
（承認番号　平28情使、 第1132号）」

各札所のマップはホームページでもご覧いただけます www.seichijunrei-shikokuhenro.jp



青い銅板屋根の本堂は昭和47年再建

前神寺 
四国鉄道文化館マイントピア別子

JR伊予西条駅のそばに佇む。
館内では、初代0系新幹線の
先頭車両や準鉄道記念物に
指定されているDF50型ディー
ゼル機関車1号機など貴重な
鉄道車両6両や、昔懐かしの鉄
道グッズを展示。また、予讃線
を走る列車や、駅の構内に残る
大正時代に建てられた給水塔
を望むことができる。

御滝不動尊

大師堂から本堂へと向かう参
道の途中、石段の右側にあるの
が、御滝不動尊だ。かつてはこ
こで滝打修行が行われていた
そうだが、現在の水量はごくわ
ずか。たくさんの1円玉が張り
付いているが、これは1円玉を
投げ入れて、見事にくっつくと、
ご利益があるといわれているた
め。多くの人が運試しを行って
いる。

鉱山の町として栄えた新居浜
市・別子地区の歴史を学び、体
感できるテーマパーク。産業遺
産が点在し、“東洋のマチュピ
チュ”と呼ばれ人気を集めてい
る「東平（とうなる）ゾーン」や
鉱山観光をはじめとする体験
型施設やレストランなどを擁す
る「端出場ゾーン」があり、大人
も子どもも一日中楽しめる。

沿線の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

愛媛県新居浜市立川町707-3
0897・43・1801
施設により異なる
無休（2月に1週間程度の休みあり）
入館無料、鉱山観光大人1,200円

休

第64番 前神寺
●愛媛県西条市洲之内甲1426 
☎0897-56-6995 
●宿坊／なし

第65番 三角寺
●愛媛県四国中央市金田町三角寺甲75   
☎0896-56-3065 
●宿坊／なし

　奈良時代の初期に役行者小角が開基した
と伝えられている。もとは常住（成就）にあり、石
鈇大権現が祀られていたことから、桓武天皇
（７８１～８０６）が病気平癒を祈願。見事に成
就したため、七堂伽藍を建立して金色院前神
寺と称し、勅願所とした。弘法大師は２度も石
鎚山に登山し、求聞持法を修した。文徳天皇を
はじめ歴代天皇が帰依したことでも知られる。
中世には領主河野氏、江戸時代には西条藩主
松平氏らが信仰。松平氏は東照宮を祀り、三
葉葵の寺紋を許した。石鎚山の別当寺を務め
たが、明治の神仏分離で寺は廃寺に。その後、
明治11年（１８７８）に現在地に移され、再興さ
れた。

　境内には古い灯籠が何基もあり、老木とと
もに寺の歴史を物語る。参道には鬱蒼と杉
木立が生い茂り、深山幽谷の趣。桜の時期
には周辺がピンクに染まる。参道奥にある本
堂は、昭和47年（１９７２）に再建された。入
母屋造り、青い銅板屋根の美しい建物であ
る。本尊は阿弥陀如来。大師堂は方形造り
の建物。このほかに境内には蔵王大権現の
社である権現堂、金毘羅堂、薬師堂、護摩堂
などもあり、見ごたえたっぷりだ。
　毎年７月１日～10日（１日のみ女人禁制）
の「お山開き」には、白装束を身にまとった信
者たちが集まる。石鎚山の山頂近くには奥の
院・奥前神寺がある。
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第64番
いしづちさん　こんじきいん　まえがみじ

霊峰に抱かれて静かに佇む寺

御詠歌／前は神うしろは仏ごくらく
のよろづの罪をくだくいしづち
本尊／阿弥陀如来
真言／おん あみりた ていせい から
うん
宗派／真言宗石鈇派
開基／役行者小角

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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小高い丘に位置する前神寺は、春になると桜の花が咲き乱れる

➡

料

愛媛県西条市大町798-1
0897・47・3855（十河信二記念館）
9：00～18：00 （入館は17：30まで）
水曜（祝日の場合は翌日）
あり（50台）
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にぎたつ旅館にぎたつ旅館
和条旅館和条旅館

信号 警察署 消防署交番 郵便局 神社 寺院

縮尺= 1：50,000 2000m0 「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の数値地図(国土基本情報)
電子国土基本図(地図情報)及び数値地図(国土基本情報)電子国土基本図(地名情報)を使用した。
（承認番号　平28情使、 第1132号）」

第64番　前神寺　　第65番　三角寺

45.2 km　※赤い点線は遍路道の一例です

愛媛県旅館ホテル生活衛生同業組合
(一社 ) 西条市観光物産協会
(一社 ) 新居浜市観光協会
四国中央市観光協会

 089-931-0638
0897-56-2605
0897-32-4028
0896-28-6187

1

2

3

4

へんろみち周辺の宿泊施設の案内

B地点

B地点

A地点

A地点

湯之谷温泉湯之谷温泉

各札所のマップはホームページでもご覧いただけます www.seichijunrei-shikokuhenro.jp



安産を祈願し腹帯とお守りを受け取る

三角寺由霊山
慈尊院

小林一茶ゆかりの山桜椿堂 常福寺

寛永7年（1795）、この寺を訪
れた小林一茶があまりの美しさ
に感嘆して「これでこそ登りか
ひあり山桜」と詠んだといわれ
る山桜は、鐘楼門をくぐった左
奥にある。樹齢は300～400年
にもなるといわれ、春は桜花を
見に訪れる人も多い。大きく広
がった枝は、何ヶ所も棒で支え
られている。

三角の池

薬師堂に向かって右側にある
三角の池。弘法大師は、この寺
で21日間の秘法を修めたとさ
れ、その時の三角形の護摩壇
の跡が三角の池になったとい
われている。寺名もこの護摩壇
が三角形であったことに由来し
ている。周囲十数ｍの池の中
には三角形の島があり、七福神
の唯一の女神・弁財天が祀ら
れている。

弘法大師の杖立て伝説にまつ
わる大きな椿の木が茂る寺院。
三角寺で修行した弘法大師が
この地の地蔵堂へ立ち寄った
際、熱病に苦しむ村人のために
椿の杖を土にさし、病魔を土へ
封じ込めた。後にこの椿が芽を
吹いて成長したことから「椿
堂」と呼ばれるようになったとい
う。現在は近くにあった常福寺
と合併。

境内の見どころ 境内の見どころ沿線の見どころ

愛媛県四国中央市川滝町下山1894
0896・56・4523
7:00～17:00（納経時間）

第65番 三角寺
●愛媛県四国中央市金田町三角寺甲75   
☎0896-56-3065 
●宿坊／なし

第66番 雲辺寺
●徳島県三好市池田町白地ノ口ウチ763-2    
☎0883-74-0066 
●宿坊／なし

　天平年間（７２９～７４９）、聖武天皇の勅願
により、弥勒菩薩の浄土を現して行基が開基し
た。本尊の十一面観音は、弘法大師が弘仁６
年（８１５）に巡錫した際に安置した。同時に不
動明王像も刻まれ、護摩壇を作り降伏護摩の
法を修めたという。
　後に嵯峨天皇（在位８０９～８２３）が寺領
三百町歩を下賜し、七堂伽藍が建立されるな
ど寺運は大いに栄えた。しかし、天正年間（１５
７３～１５９２）になって、兵火のために堂宇を
焼失。現在の本堂は、嘉永２年（１８４９）に再
建されたものだ。また、子授け祈願の寺としても
知られ、多くの人が訪れている。

　72段の石段を上って寺の入り口へ。伊予
最後の霊場は標高約430m、平石山の中腹
にある静かな寺だ。本堂には「安産御腹帯
授与所」の札がかかっており、これは本尊の
十一面観音が安産、子育て、厄除けの仏様
であることから。特に妊娠中の女性やその家
族のお参りが多く、ご祈祷をうけた腹帯とお
守りを授かることができる。このほか、足腰健
康やぼけ封じとしても信仰されている。なお、
檜材を使った一木造りの本尊・十一面観音
は、平安前期の作と推定されている。大師堂
は本堂からさらに上の高台にある。いずれも
緑に囲まれて、風情のある眺めである。
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第65番
ゆれいざん　じそんいん　さんかくじ

伊予の関所寺は子授け祈願で人気

御詠歌／おそろしや三つのかどにも
いるならば心をまろく慈悲をねんぜよ
本尊／十一面観世音菩薩
真言／おん まか きゃろにきゃ そわ
か
宗派／高野山真言宗
開基／行基菩薩

弘法大師空海ゆかりの札所を巡る四国遍路は、阿波・土佐・伊予・讃岐の四国を全周する全
長1400キロにも及ぶ我が国を代表する壮大な回遊型巡礼路であり、札所への巡礼が
1200年を超えて継承され、今なお人々により継続的に行われている。四国の険しい山道
や長い石段、のどかな田園地帯、波静かな海辺や最果ての岬を「お遍路さん」が行き交う風
景は、四国路の風物詩となっている。キリスト教やイスラム教などに見られる「往復型」の
聖地巡礼とは異なり、国籍や宗教・宗派を超えて誰もがお遍路さんとなり、地域住民の温
かい「お接待」を受けながら、供養や修行のため、救いや癒しなどを求めて弘法大師の足跡
を辿る四国遍路は、自分と向き合う「心の旅」であり、世界でも類を見ない巡礼文化である。
文化庁日本遺産魅力発信推進事業／発行：四国遍路日本遺産協議会／制作：（株）エス・ピー・シー

日本遺産「四国遍路」～回遊型巡礼路と独自の巡礼文化～

こころをつなげて四国はひとつ　四国遍路を世界遺産に
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第 65番　三角寺　　第 66番　雲辺寺

19.3 km

信号 警察署 消防署交番 郵便局 神社 寺院

縮尺= 1：29,000 1000m0

「この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認
を得て、同院発行の数値地図(国土基本情報)電子国土
基本図(地図情報)及び数値地図(国土基本情報)電子
国土基本図(地名情報)を使用した。
（承認番号　平28情使、 第1132号）」

A地点

A地点

一野屋旅館

民宿岡田

0896-56-3179

0883-74-1001

1

2

へんろみち周辺の宿泊施設

各札所のマップはホームページでもご覧いただけます www.seichijunrei-shikokuhenro.jp
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